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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クランクケース換気用フィルタアセンブリで使用されるクランクケース換気用フィルタ
カートリッジであって、
　（ａ）前記フィルタカートリッジは、対向する第１端部部材及び第２端部部材を有し、
　（ｂ）前記フィルタカートリッジは、前記対向する第１端部部材及び第２端部部材の間
に配置され、かつ開いたフィルタ内部を取り囲こむフィルタ媒体を有し、
　（ｃ）前記第１端部部材は、開口部が貫通する上側部材と、シール部材を周囲に含みか
つ非円形で半径方向外側に向けられたシール周囲部を画定する非円形の外側周囲部とを有
し、
　（ｄ）前記第２端部部材は、前記開いたフィルタ内部の方向にかつ前記第１端部部材の
方向に向かって突き出ている受容部突起物を有し、
　（ｅ）前記第２端部部材の前記受容部突起物は、前記フィルタ媒体の対向する端部間の
距離の少なくとも５％の距離だけ、前記第２端部部材から前記第１端部部材の方向に突き
出ている、閉じた受容部突起物であり、
　（ｆ）前記クランクケース換気用フィルタアセンブリは、ハウジング本体と、ハウジン
グの頂部と、ハウジングの底部とを有するハウジングを有し、
　　（i）前記ハウジング本体は、内部を有し、かつフィルタカートリッジをシールする
表面を画定し、
　　（ii）前記ハウジングの底部は、液体排出の開口部を含み、
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　　（iii）前記ハウジングの底部が、前記ハウジングの頂部に向かって突き出ている、
フィルタカートリッジのガイド突起物を含み、
　　　（Ａ）前記ガイド突起物は、非円形の周囲形状の断面を画定している、
ことを特徴とするクランクケース換気用フィルタカートリッジ。
【請求項２】
　（ａ）前記受容部突起物は、前記第２端部部材に偏心して配置され、前記第２端部部材
の中心線の位置からずれていることを特徴とする請求項１に記載のクランクケース換気用
フィルタカートリッジ。
【請求項３】
　（ａ）前記非円形の外側周囲部は、楕円形状であり、前記非円形のシール周囲部は、楕
円形状であることを特徴とする請求項１に記載のクランクケース換気用フィルタカートリ
ッジ。
【請求項４】
　（ａ）前記第２端部部材は、閉じていることを特徴とする請求項１乃至請求項３のうち
のいずれか１項に記載のクランクケース換気用フィルタカートリッジ。
【請求項５】
　（ａ）中央にある前記閉じている受容部突起物は、非円形の内部断面形状を持つことを
特徴とする請求項1乃至請求項４のうちのいずれか１項に記載のクランクケース換気用フ
ィルタカートリッジ。
【請求項６】
　（ａ）前記中央にある閉じている受容部突起物は、Ｄ字形状の内部断面形状を持つこと
を特徴とする請求項５に記載のクランクケース換気用フィルタカートリッジ。
【請求項７】
　（ａ）前記中央にある閉じている受容部突起物は、弓状側部と、中央の頂点と２つの真
直ぐな側部とを持つ対向する側部とを有する内部断面形状を持つことを特徴とする請求項
５に記載のクランクケース換気用フィルタカートリッジ。
【請求項８】
　（ａ）前記第１端部部材は、
　　　　中央にある前記開口部を取り囲む上側端部の表面と、
　　　　中央にある前記開口部を取り囲こむ連続する拡張部に前記上側端部の表面を超え
て伸びている楕円状の周囲突起物と、を含むことを特徴とする請求項１乃至請求項７のう
ちのいずれか１項に記載のクランクケース換気用フィルタカートリッジ。
【請求項９】
　（ａ）前記第２端部部材は、複数の排液用くぼみ部を持ち、半径方向の周囲方向に間隔
をあけて突き出て配置されている複数の突起物を有する外側周囲部を含み、
　　（ｉ）前記複数の排液用くぼみ部のそれぞれは、前記フィルタ媒体の底部端部と重な
る部分を持つことを特徴とする請求項１乃至請求項８のうちのいずれか１項に記載のクラ
ンクケース換気用フィルタカートリッジ。
【請求項１０】
　（ａ）前記第２端部部材は、前記フィルタ媒体と前記第１端部部材とから離れる方向に
伸びている非円形の突起物を含むことを特徴とする請求項１乃至請求項９のうちのいずれ
か１項に記載のクランクケース換気用フィルタカートリッジ。
【請求項１１】
　（ａ）前記第２端部部材の前記非円形の突起物は、連続する閉じた外側周囲部を持つこ
とを特徴とする請求項１０に記載のクランクケース換気用フィルタカートリッジ。
【請求項１２】
　（ａ）前記第１端部部材は、楕円の中心を画定するために、長軸と、前記長軸を９０°
で二等分する短軸とを画定する楕円の周囲形状部を持ち、
　（ｂ）前記フィルタ媒体は、開いているフィルタ内部を取り囲こみ、前記第１端部部材
の楕円の周囲形状部の前記長軸及び前記短軸に対して直交する長手方向の媒体中心軸を画
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定することを特徴とする請求項１乃至請求項１１のうちのいずれか１項に記載のクランク
ケース換気用フィルタカートリッジ。
【請求項１３】
　（ａ）ハウジングシール部材は、前記フィルタ媒体から完全に上方の位置で前記第１端
部部材の周囲に配置されていることを特徴とする請求項１乃至請求項１２のうちのいずれ
か１項に記載のクランクケース換気用フィルタカートリッジ。
【請求項１４】
　クランクケース換気用フィルタアセンブリで使用されるクランクケース換気用フィルタ
カートリッジであって、
　（ａ）前記フィルタカートリッジは、対向する第１端部部材及び第２端部部材を有し、
　（ｂ）前記フィルタカートリッジは、前記対向する第１端部部材及び第２端部部材の間
に配置され、かつ開いたフィルタ内部を取り囲こむフィルタ媒体を有し、
　（ｃ）前記第１端部部材は、開口部が貫通する上側部材と、シール部を周囲に含みかつ
非円形のシール周囲部を画定する非円形の外側周囲部とを有し、
　（ｄ）前記第２端部部材は、前記開いたフィルタ内部の方向にかつ前記第１端部部材の
方向に向かって突き出ている受容部突起物を有し、
　（ｅ）前記第２端部部材の前記受容部突起物は、前記フィルタ媒体の対向する端部間の
距離の少なくとも５％の距離だけ、前記第２端部部材から前記第１端部部材の方向に突き
出ている、閉じた受容部突起物であり、
　（ｆ）前記第２端部部材は、前記フィルタ媒体と前記第１端部部材から離れる方向に突
き出ているＤ字形状突起物を有し、
　（ｇ）前記クランクケース換気用フィルタアセンブリは、ハウジング本体と、ハウジン
グの頂部と、ハウジングの底部とを有するハウジングを有し、
　　（i）前記ハウジング本体は、内部を有し、かつフィルタカートリッジをシールする
表面を画定し、
　　（ii）前記ハウジングの底部は、液体排出の開口部を含み、
　　（iii）前記ハウジングの底部が、前記ハウジングの頂部に向かって突き出ている、
フィルタカートリッジのガイド突起物を含み、
　　　（Ａ）前記ガイド突起物は、非円形の周囲形状の断面を画定している、
ことを特徴とするクランクケース換気用フィルタカートリッジ。
【請求項１５】
　前記受容部突起物は、前記第２端部部材に偏心して配置され、前記第２端部部材の中心
線の位置からずれていることを特徴とする請求項１４に記載のクランクケース換気用フィ
ルタカートリッジ。
【請求項１６】
　クランクケース換気用フィルタアセンブリで使用されるクランクケース換気用フィルタ
カートリッジであって、
　（ａ）前記フィルタカートリッジは、第１端部部材及び第２端部部材と、前記第１端部
部材及び第２端部部材の間に伸びている浸透性の支持体管とを有する媒体支持体を有し、
　　（ｉ）前記第１端部部材及び第２端部部材と前記支持体管とは、単一に一体成形され
たピースからなり、
　（ｂ）前記フィルタカートリッジは、前記支持体管の周囲でかつ前記第１端部部材及び
第２端部部材の間に配置されたフィルタ媒体を有し、
　（ｃ）前記第１端部部材は、開口部が貫通する上側部材と、シール部を周囲に含みかつ
非円形のシール周囲部を画定する非円形の外側周囲部とを有し、
　（ｄ）前記第２端部部材は、前記開いたフィルタ内部の方向にかつ前記第１端部部材の
方向に向かって突き出ている受容部突起物を有し、
　（ｅ）前記第２端部部材の前記受容部突起物は、前記フィルタ媒体の対向する端部間の
距離の少なくとも５％の距離だけ、前記第２端部部材から前記第１端部部材の方向に突き
出ている、閉じた受容部突起物であり、
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　（ｆ）前記フィルタカートリッジは、前記フィルタ媒体から完全に上部の位置で前記第
１端部部材の周囲に配置されたハウジングシール部材を有し、
　（ｇ）前記クランクケース換気用フィルタアセンブリは、ハウジング本体と、ハウジン
グの頂部と、ハウジングの底部とを有するハウジングを有し、
　　（i）前記ハウジング本体は、内部を有し、かつフィルタカートリッジをシールする
表面を画定し、
　　（ii）前記ハウジングの底部は、液体排出の開口部を含み、
　　（iii）前記ハウジングの底部が、前記ハウジングの頂部に向かって突き出ている、
フィルタカートリッジのガイド突起物を含み、
　　　（Ａ）前記ガイド突起物は、非円形の周囲形状の断面を画定している、
ことを特徴とするクランクケース換気用フィルタカートリッジ。
【請求項１７】
　前記受容部突起物は、前記第２端部部材に偏心して配置され、前記第２端部部材の中心
線の位置からずれていることを特徴とする請求項１６に記載のクランクケース換気用フィ
ルタカートリッジ。
【請求項１８】
　クランクケース換気用フィルタアセンブリであって、
　（ａ）前記フィルタアセンブリは、ガス流入口構成物と、ガス流出口構成物と、ハウジ
ングの中央本体部と、ハウジングの頂部と、ハウジングの底部カバーとを有するハウジン
グを有し、前記ハウジングは、
　　（i）前記ハウジングの中央本体部が、内部と、対向する第１開口部端部及び第２開
口部端部を画定する側壁と、を含み、
　　　（Ａ）前記ハウジングの中央本体部は、フィルタカートリッジをシールする表面を
画定し、
　　（ii）前記ハウジングの頂部が、前記ハウジングの中央本体部の第１開口部端部の上
に取り外し可能に固定されており、
　　（iii）前記ハウジングの底部カバーが、前記ハウジングの中央本体部の第２開口部
端部の上に取り外し可能に固定されおり、
　　　（Ａ）前記ハウジングの底部カバーが、液体排出部を含み、
　（ｂ）前記フィルタアセンブリは、前記ハウジング中に取り外し可能に配置された請求
項１に記載のフィルタカートリッジを有し、前記フィルタカートリッジは、
　　（i）前記ハウジングの中央本体部の前記フィルタカートリッジをシールする表面に
対して、取り外し可能にシールされるハウジングシールを含み、
　　（ii）前記ハウジングの頂部が、前記ハウジングの中央本体部から分離されるとき、
前記ハウジングの中央本体部の前記第１開口部端部を通るフィルタカートリッジの通路に
よって、前記ハウジングの残りの部分から取り外し可能となるような大きさに作られてお
り、
　　（iii）前記ハウジングの底部カバーが、前記ハウジングの中央本体部から分離され
るとき、前記ハウジングの中央本体部の前記第２開口部端部を通るフィルタカートリッジ
の通路によって、前記ハウジングの残りの部分から取り外し可能となるような大きさに作
られていることを特徴とするクランクケース換気用フィルタアセンブリ。
【請求項１９】
　クランクケース換気用フィルタアセンブリであって、
　（ａ）前記フィルタアセンブリは、ガス流入口構成物と、ガス流出口構成物と、ハウジ
ングの中央本体部と、ハウジングの頂部と、ハウジングの底部とを有するハウジングを有
し、前記ハウジングは、
　　（i）前記ハウジングの中央本体部が、内部と、対向する第１開口端部及び第２開口
端部を画定する側壁と、を含み、
　　　（Ａ）前記ハウジングの中央本体部は、フィルタカートリッジをシールする表面を
画定し、
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　　（ii）前記ハウジングの頂部は、前記ハウジングの中央本体部の第１開口部端部の上
に取り外し可能に固定されており、
　　（iii）前記ハウジングの底部は、前記ハウジングの中央本体部の第２開口部端部の
上に取り外し可能に固定されおり、
　　　（Ａ）前記ハウジングの底部は、液体排出部を含み、
　（ｂ）前記フィルタアセンブリは、前記ハウジング中に取り外し可能に配置された請求
項１に記載のフィルタカートリッジを有し、前記フィルタカートリッジは、
　　（i）前記ハウジング本体の前記フィルタカートリッジをシールする表面に対して取
り外し可能にシールされるハウジングシール部を含み、
　　（ii）フィルタカートリッジをハウジングの底部に対して回転して割り出す構成物の
第１部材を含み、
　（ｃ）前記ハウジングの底部は、前記フィルタカートリッジをハウジングの底部に対し
て回転して割り出す構成物の第２部材を含み、
　　（i）前記フィルタカートリッジをハウジングの底部に対して回転して割り出す構成
物の前記第１部材と前記第２部材とは、前記ハウジングの底部と前記フィルタカートリッ
ジとが、相対的に１つの回転位置にだけ操作可能に係合するように構成されていることに
より、フィルタカートリッジをハウジングの底部に対して回転して割り出す構成物を形成
していることを特徴とするクランクケース換気用フィルタアセンブリ。
【請求項２０】
　クランクケース換気用フィルタアセンブリであって、
　（ａ）前記フィルタアセンブリは、ハウジング本体と、ハウジングの頂部と、ハウジン
グの底部とを有するハウジングを有し、前記ハウジングは
、　　（i）前記ハウジング本体が、内部を有し、かつフィルタカートリッジをシールす
る表面を画定し、
　　（ii）前記ハウジングの底部が、液体排出の開口部を含み、
　　（iii）前記ハウジングの底部が、前記ハウジングの頂部に向かって突き出ている、
フィルタカートリッジのガイド突起物を含み、
　　　（Ａ）前記ガイド突起物は、非円形の周囲形状の断面を画定し、
　（ｂ）前記フィルタアセンブリは、前記ハウジング中に操作可能に収容された請求項１
に記載のフィルタカートリッジを有し、前記フィルタカートリッジは、
　　（i）フィルタカートリッジの内部に突き出ている、閉じた受容部を有する下側端部
部材を含み、
　　（ii）前記ガイド突起物は、前記閉じた受容部の中央方向に伸びており、
　　（iii）前記フィルタカートリッジをシールする表面に取り外し可能にシールされた
シール部材を含むことを特徴とするクランクケース換気用フィルタアセンブリ。
【請求項２１】
　クランクケース換気用フィルタアセンブリをアセンブルする方法であって、
　（ａ）前記方法は、ガス流入口構成物及びガス流出口構成物を有するハウジング本体と
、１つの可能な回転位置にだけ前記ハウジング本体に対する回転が割り出だされる、取り
外し可能なハウジングの頂部と、２つ以下の回転方向にだけ前記ハウジング本体に対する
回転が割り出される、取り外し可能なハウジングの底部とを有するハウジングを提供する
工程を有し、
　　（ｉ）前記ハウジングの底部は、前記底部を通過する液体排出の開口部を有し、
　（ｂ）前記方法は、前記ハウジング本体から前記ハウジングの頂部及び前記ハウジング
の底部のうちから選択されたものを取り外す工程を有し、
　（ｃ）前記方法は、前記ハウジング本体に請求項１に記載のクランクケース換気用フィ
ルタカートリッジを挿入する工程を有し、
　（ｄ）前記方法は、前記ハウジング本体に前記ハウジングの頂部及び前記ハウジングの
底部のうちの選択されたものを取り付ける工程を有することを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本開示は、クランクケース換気用フィルタ構成物に関する。クランクケース換気用フィ
ルタ構成物を示すいくつかの実施例を記載する。またコンポーネントの特徴、組立方法、
使用方法、および点検方法を記載する。
【背景技術】
【０００２】
　本出願は、米国以外の全ての国を指定国とする出願人である米国国内企業であるドナル
ドソン会社と、米国のみを指定国とする出願人である米国人のトーマス・ラングレン、ダ
ニエル・アダメルクとウェイド・スティーブン・モセットの名において、国際特許出願と
して２００８年６月１２日に出願されたものであり、２００７年６月１４日に出願された
米国仮特許出願第６０/９３６,００６号、２００７年１１月９日に出願された米国仮特許
出願第６１/００２,５０３号、および２００８年５月３０日に出願された米国仮特許出願
番号不明の優先権を主張するものである。
【０００３】
　関連出願への相互参照
　本出願は、２００７年６月１４日に出願した米国仮特許出願第６０/９３６,００６号と
、２００７年１１月９日に出願された米国仮特許出願第６１/００２,５０３号と、２００
８年５月３０日に「クランクケース換気用フィルタの構成物、コンポーネントおよび方法
」の表題でトーマス・ラングレン、ダニエル・アダメック、ウェイド・モセットを発明者
として米国仮特許出願された開示を編集し、特急メール第ＥＶ８４０１２８４６６号とし
て出願されたものである。３つの米国仮出願の全ての開示は、引用により本明細書に合体
され、それぞれに対する適切な範囲の優先権を主張する。
【０００４】
　エンジン吹き抜けガスは、時にクランクケース換気ガスと呼ばれ、その中に粒子物質（
通常は、固体と液体）を含むエンジンクランクケース排ガスを含む。これらのガスをろ過
して汚染物質レベルを低減することは好ましい。そのようなろ過のためのさまざまな構成
物が記載されている。例えば、米国特許第５,８５３,４３９号、米国特許第７,０８１,１
４５号、米国特許第６,１４３,０４９号、米国特許第６,５３０,９６９号、米国特許第７
,１８２,８０４号、２００５年９月９日に発行された国際公開第２００５/０８２４８８
号、２００６年８月１０日に発行された国際公開第２００６/０８４２８２号、２００５
年９月９日に発行された国際公開第２００５/０８３２４０号、２００７年５月１０日に
発行された国際公開第２００７/０５３４１１号、２００６年８月３１日に発行された国
際公開第２００６/０９１５９４号に記載され、それぞれは、引用によりその全体が本明
細書に合体される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許第５,８５３,４３９号明細書
【特許文献２】米国特許第７,０８１,１４５号明細書
【特許文献３】米国特許第６,１４３,０４９号明細書
【特許文献４】米国特許第６,５３０,９６９号明細書
【特許文献５】米国特許第７,１８２,８０４号明細書
【特許文献６】国際公開第２００５/０８２４８８号パンフレット
【特許文献７】国際公開第２００６/０８４２８２号パンフレット
【特許文献８】国際公開第２００５/０８３２４０号パンフレット
【特許文献９】国際公開第２００７/０５３４１１号パンフレット
【特許文献１０】国際公開第２００６/０９１５９４号パンフレット
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００６】
　一般に、異なる種類の構成物を収容するために改良が求められている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　概要
　クランクケース換気用フィルタアセンブリとそのコンポーネントを記載する。フィルタ
アセンブリは、固体粒子および液体粒子を同伴するエンジンシステムからのクランクケー
スガス（吹抜けガス）をろ過するために使用される。一般に、フィルタアセンブリは空気
流入口、空気流出口、および底部液体排出部を有するハウジングを含む。
【０００８】
　記載された例示の実施例では、内部に収容されるフィルタカートリッジは、ハウジング
を通過するガスをろ過するために使用する。ハウジングは、内部に収容するフィルタカー
トリッジを頂部と底部のそれぞれから点検するように構成されている。
【０００９】
　頂部または底部から点検を行うフィルタカートリッジの適切な回転位置を確実にするた
めに、回転して割り出す配置を記載する。割り出す配置は、ハウジングの頂部とハウジン
グ本体を回転して割り出す配置と、フィルタカートリッジとハウジングの頂部を回転して
割り出す配置と、ハウジングの底部とハウジング本体を回転して割り出す配置と、フィル
タカートリッジとハウジングの底部を回転して割り出す配置と、を含み得る。さらに、フ
ィルタカートリッジとガイドを回転して割り出す配置は、点検を容易にするために提供さ
れる。
【００１０】
　また、組立方法、点検方法、および使用方法を記載する。
【００１１】
　構成物は、本開示に基づくいくつかの利点を得るために、本明細書に記載された特別の
特徴と特性の全てを含む必要はない。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】２００７年６月１４日に出願した米国仮特許出願第６０/９３６,００６号に記載
されたクランクケース換気用フィルタ構成物の概略的な分解組立図であり、その一部を断
面で示す図である。
【図２】図１に示すフィルタアセンブリの頂部キャップコンポーネントの斜視図である。
【図３】図１に示すフィルタアセンブリの底部カップまたはカップコンポーネントの概略
的な斜視図である。
【図４】図１のフィルタアセンブリの概略的な斜視図である。
【図５】図１のフィルタアセンブリと代替フィルタアセンブリとの比較を示す概略的な立
面図である。
【図６】２００７年１１月９日に出願した米国仮特許出願第６１/００２,５０３号に基づ
くクランクケース換気用フィルタアセンブリの代替の実施例の概略的な断面図である。
【図６Ａ】図６の第１部分の部分拡大概略図である。
【図６Ｂ】図６の第２部分の部分拡大概略図である。
【図７】図６のフィルタアセンブリの概略的な頂部からの平面図である。
【図８】図７の線８－８に沿って得られる概略的な断面図である。
【図９】図６～８に記載のクランクケース換気用フィルタアセンブリの頂部からの概略的
な分解斜視図である。
【図１０】図６～９に記載のフィルタアセンブリで使用可能なフィルタカートリッジの頂
部からの概略的な斜視図である。
【図１１】図１０のフィルタカートリッジの底部からの概略的な斜視図である。
【図１２】図１０と図１１のフィルタカートリッジのコンポーネントとして使用する支持
体部材の概略的な断面図である。
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【図１３】図１２のコンポーネントの概略的な頂部からの平面図である。
【図１４】図１２のコンポーネントの概略的な底部からの平面図である。
【図１５】図６～図９に記載のフィルタアセンブリのハウジング本体コンポーネントの概
略的な断面図である。
【図１６】図１５のハウジング本体コンポーネントの概略的な頂部からの平面図である。
【図１７】図１５と図１６に記載されたハウジング本体コンポーネントの概略的な側面図
であり、出口構成物の一般的な方向をハウジング本体上に示す図である。
【図１７Ａ】図１５のハウジング本体コンポーネントの概略的な底面図である。
【図１８】図６～９に記載のフィルタアセンブリの底部カバーコンポーネントの概略的な
断面図である。
【図１９】図１８の底部カバーコンポーネントの概略的な頂部からの平面図である。
【図２０】図６～９に記載のフィルタアセンブリの頂部またはキャップ部材の概略的な側
面図である。
【図２１】図２０の頂部キャップ部材の頂部からの概略的な平面図である。
【図２２】図２０の頂部またはキャップ部材の底面からの概略的な平面図である。
【図２３】図２０の頂部またはキャップ部材の底面からの概略的な斜視図である。
【図２４】図６～図９に記載のフィルタアセンブリのロックリングコンポーネントの頂部
からの概略的な平面図である。
【図２５】図２４のロックリングコンポーネントの概略的な側面図である。
【図２６】図２４のロックリングコンポーネントの底部からの概略的な平面図である。
【図２７】本開示に基づくクランクケース換気用フィルタアセンブリの代替の第２実施例
の頂部からの概略的な分解斜視図である。
【図２８】図２７のフィルタアセンブリの概略的な頂部からの平面図である。
【図２９】図２８の線２９－２９に沿って得られる概略的な断面図である。
【図３０】図２８の線３０－３０に沿って得られる概略的な断面図である。
【図３１】図２７のフィルタアセンブリの概略的な分解断面図である。
【図３２】図２７のフィルタアセンブリの概略的な斜視図である。
【図３３】図３２に類似する図３２のフィルタアセンブリの底部カバー部材の代替構成物
を示すフィルタアセンブリの概略的な断面図であり、図３２のカバーを変形したカバーを
持つフィルタアセンブリを示す図である。
【図３４】図２７のフィルタアセンブリのハウジング本体部材の概略的な拡大側面図であ
る。
【図３５】図３４のハウジング本体部材の概略的な頂部からの平面図である。
【図３６】図３５の線３６－３６に沿って一般に得られる概略的な断面図である。
【図３７】図２７のフィルタアセンブリのハウジングの底部コンポーネントの概略的な側
面図である。
【図３８】図３７の線３８－３８に沿って得られる概略的な断面図である。
【図３９】図３７のハウジング本体コンポーネントの頂部からの概略的な斜視図である。
【図４０】図３７のハウジング本体コンポーネントの底面からの概略的な斜視図である。
【図４１】図３７のハウジング本体コンポーネントの概略的な側部断面図である。
【図４２】図２７のフィルタアセンブリのキャップ部材の頂部からの概略的な平面図であ
る。
【図４３】図４２のキャップ部材の概略的な側面図である。
【図４４】図４２の線４４－４４に沿って得られる概略的な断面図である。
【図４５】図４２の線４５－４５に沿って得られる概略的な断面図である。
【図４６】図４２のキャップ部材の底部からの概略的な斜視図である。
【図４７】図４２のキャップ部材の底部からの概略的な平面図である。
【図４８】図４２のキャップ部材の底部からの概略的な斜視図である。
【図４９】図４２のキャップ部材コンポーネントの底面からの概略的な斜視図である。
【図５０】図４２のキャップ部材の底面からの概略的な斜視図である。
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【図５１】図４１のキャップ部材の底面からの概略的な斜視図である。
【図５２】図２７のフィルタアセンブリのロックリング部材の概略的な頂部からの平面図
である。
【図５３】図５２のロックリング部材の概略的な側面図である。
【図５４】図５２のロックリング部材の概略的な底部からの平面図（底面図）である。
【図５５】図５２のロックリング部材の概略的な部分拡大断面図である。
【図５６】図２７のフィルタアセンブリの内部点検部分として使用可能なフィルタカート
リッジ部材の概略的な側面図である。
【図５７】図５６の矢印５７ｖの一般的な方向に得られる概略的な側面図である。
【図５８】図５６と図５７のフィルタカートリッジの頂部からの概略的な斜視図である。
【図５９】図５６と図５７のフィルタカートリッジの頂部からの概略的な平面図である。
【図６０】図５６と図５７のフィルタカートリッジの底部からの概略的な平面図である。
【図６１】図５６のフィルタカートリッジコンポーネントの底面からの概略的な斜視図で
ある。
【図６２】図６１のコンポーネントの代替物の底面からの概略的な斜視図である。
【図６３】図６１のコンポーネントの頂部からの概略的な斜視図である。
【図６４】図６１のコンポーネントの概略的な側面図である。
【図６５】図６４の線６５－６５に沿って一般的に得られる概略的な断面図である。
【図６６】図６１のコンポーネントの代替物の概略的な側面図である。
【図６７】図６６のコンポーネントの頂部からの概略的な平面図である。
【図６８】図６６のコンポーネントの底部からの概略的な平面図である。
【図６９】図６６のコンポーネントの第２の概略的な頂部からの平面図である。
【図７０】図６６のコンポーネントの概略的な断面図である。
【図７１】図６６のコンポーネントの概略的な部分断面図である。
【図７２】本開示に基づくクランクケース換気用フィルタアセンブリの代替の第３実施例
の概略的な斜視図である。
【図７３】図７２に示すフィルタアセンブリの概略的な頂部からの平面図である。
【図７４】図７２に示すフィルタアセンブリの概略的な断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　Ｉ.２００７年６月１４日に出願の米国仮特許出願第６０/９３６,００６号の記載
　米国仮特許出願第６０/９３６,００６号によると、クランクケース換気用フィルタ構成
物は「全てプラスチック」構成物として提供することができる。一般に、全てプラスチッ
クの構成物は、金属を含まない構成物を言う。しかし、「全てプラスチック」の設計では
、フィルタ媒体がプラスチックであることを必ずしも意味するわけではない。クランクケ
ース換気用フィルタ構成物に使用する例示のプラスチックは、ガラス充填ナイロン６/６
（ポリアミド６/６）として供給することができる。
【００１４】
　米国仮特許出願第６０/９３６,００６号の第１の記載
　米国仮特許出願第６０/９３６,００６号のクランクケース換気用フィルタ構成物の第１
実施例を図１に示す。
【００１５】
　図１では、Ａ＝汚染した吹き抜けガス入口、Ｂ＝合体した油排液を汚液だめに戻す、Ｃ
＝清浄な吹抜けガス出口、Ｄ＝頂部からの点検アクセス、Ｅ＝底部からの点検アクセス、
１＝保持/ロックリング、２＝頂部キャップ、３＝本体、４＝媒体、５＝インナーライナ/
コア、６＝底部キャップまたはカップ、７＝Ｏ－リングである。
【００１６】
　米国仮特許出願第６０/９３６,００６号のクランクケース換気用フィルタ構成物は、本
体部３と、フィルタ媒体４を持つフィルタエレメントと、頂部アクセスキャップ２と、底
部アクセスカップ６とを含んでいる。入口管と出口管の両方（例えば、２５.４ｍｍ（１.
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０インチ））は、本体３中に成形される。これにより入口ラインまたは出口ライン（ダク
トまたはホース）を取り除く必要なしにエレメントの点検が可能となる。エレメントを点
検する工具は必要ない。傾いた表面もまた本体に成形され、エレメントにシール表面を提
供する。Ｏ－リング７は、シールを確実にするために使用される。また、Ｏ－リングは、
頂部アクセスキャップ２と底部アクセスカップ６の両方を本体３にシールするために使用
される。クランクケースからの汚染した吹抜けガスはフィルタアセンブリに入り、内部か
ら媒体を通って外部に出る。媒体を通る間に、吹抜けガスはろ過され、その中の液体は合
体する。次に、合体した油はエレメントの底部を通って排液され、底部アクセスカップ６
中に成形された排液ニップルを通ってシステムから出る。
【００１７】
　フィルタ媒体は、小さなグラスファイバーと大きなポリエステルファイバの混合物とし
て提供される。例示のフィルタ媒体は、郵便番号５５４０２、ミネソタ州ブルーミントン
のドナルドソン株式会社からSynteq（登録商標）ＸＰという名で利用可能である。Synteq
（登録商標）ＸＰ媒体はインナーライナで巻き上げることができる。使用される媒体層が
多ければ多いほど、効率が高くなる。しかし、フィルタ媒体層が多くなるとエレメントの
圧力低下が増加する。使用できるフィルタ媒体は、２００５年１１月４日に米国特許商標
局に出願され、２００６年５月１１日に米国特許出願第２００６/００９０７２６３号と
して公開された米国特許出願第１１/２６７,９５８号に記載されたフィルタ媒体を含む。
米国特許出願第１１/２６７,９５８号と対応する米国特許出願第２００６/００９６２３
６３号の開示は、引用により本明細書に合体される。
【００１８】
　本体中に成形される傾いたシール表面は、いくつかの利点を提供する。傾いた表面は、
本体上に通常出口がある位置よりも高い位置の出口を配置することができる。出口をでき
るだけ高くすることにより、底部アクセスカップから排液する合体した油が、エンジンの
傾斜または回転によって出口を通って出る機会を減らす。このエレメントは、頂部アクセ
スキャップと底部アクセスカップの両方によって本体の適所に保持される。また、傾いた
シール表面は、吹抜けガスの流動特性を改善して圧力低下を抑えるのを補助する。また、
傾いた表面は、設計を改良するだけではなく、交換エレメントビジネスを維持するのを補
助し、ユニークで特許を受けることができる特徴を設計する機会を提供する。
【００１９】
　頂部アクセスキャップと底部アクセスカップを取り除く工程は、簡単な工程である。保
持/ロックリングは、頂部キャップと底部キャップを本体に取り付けるために使用する。
頂部キャップ、底部キャップ、および保持/ロックリングは、すべて別々のパーツである
。しかしながら、保持/ロックリングは、スナップフィット機能を持つ頂部キャップと底
部カップのそれぞれに取り付けて使用できるように設計されている。いったん保持/ロッ
クリングのパーツを一緒に締めて閉じるとしっかり固定されるが、保持/ロックリングは
それでも関連する頂部キャップまたは底部キャップから独立して回転し得る。頂部キャッ
プと底部キャップを本体に組み込むために、本体に押し込んでＯ－リングで完全に係合す
る。次に、各保持/ロックリングを時計回りに約１/４回転だけ回転して、ロックリング中
に成形した通路の特徴を本体の両端部分に成形されたタブと係合する。タブは、回転する
ときロックリングを保持するように設計され、頂部アクセスキャップまたは底部アクセス
カップのいずれかが本体から戻って出るのを保持する。頂部または底部からのエレメント
の点検は、保持ロックリングがタブとの係合から離れるように反時計回りに１／４回転だ
け回転することによって、同様に実行される。次に、頂部アクセスキャップと底部アクセ
スカップを本体から垂直に引き抜くことにより、エレメントにアクセスすることができる
。
【００２０】
　図１は、取り付け金具を含んでいない。いくつかのオプションは、ユーザが決定して利
用することができる。取り付けは、例えば、本体に成形されるブラケットによって、また
は分離した取り付けバンドによって行うことができる。
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【００２１】
　図２と図３は、各頂部キャップと底部キャップに、適所に締めて閉じる保持/ロックリ
ングを示す。図２では、保持ロックリング１は、頂部キャップ２に配置されている。図３
では、保持ロックリング１は、底部キャップ６に配置されている。
【００２２】
　米国仮特許出願第６０/９３６,００６号の更なる説明
　クランクケース換気用フィルタ構成物の特徴は、以下の通りである。
・プラスチック射出成形されたナイロン（ガラス充填）コンポーネントは、手頃なコスト
で高性能と軽重量を実現する、
・本体に一体成形された入口管と出口管－エレメントを点検するとき取り除くホースはな
い、
・頂部または底部からエレメントを迅速かつ容易に点検する、
・スナップフィット機能で頂部アクセスキャップと底部アクセスカップの両方に保持/ロ
ックリングを固定する、
・保持/ロックリングは、頂部キャップと底部キャップから自由に回転する、
・保持/ロックリングは、本体中に成形されたタブに頂部アクセスキャップと底部アクセ
スカップを取り付けて固定する、
・保持/ロックリングを１/４回転することにより頂部キャップと底部キャップを締めて固
定するまたは緩める、
・全体のシステムをシールするために使用する３つのＯ－リング、
・底部アクセスカップに成形した排液ニップル、
・性能を向上させるための本体のシール表面、
　そのような構成物は、図４および図１～３に記載されている。
【００２３】
　米国仮特許出願第６０/９３６,００６号のまた更なる説明
　米国仮特許出願第６０/９３６,００６号の大きな構成物は、上記説明した種類の多くの
共通するコンポーネントを利用する。大きな吹抜け流量のエンジンのために、より大きな
フィルタサイズを必要とする傾向がある。しかしながら、本体とそのエレメントだけが、
前に記載した構成物と唯一異なるコンポーネントであり得る。この構成物あるいはシステ
ムは、前に記載した構成物あるいはシステムと同じ頂部アクセスキャップと、底部アクセ
スカップと、保持/ロックリングと、Ｏ－リングとを使用することができる。例えば、本
体直径は、同じであり、長さは５５.０ｍｍ（２.１７インチ）まで増加することができ、
入口管と出口管は、２５.４ｍｍ（１.０インチ）から３１.７５ｍｍ（１.２５インチ）ま
で増加することができる。エレメントの長さは５５.０ｍｍ（２.１７インチ）まで増加す
ることができる。長い本体と長いエレメントを必要とするエンジンのために新しい射出成
形金型工具を必要とするが、他のパーツに対しては、既存の工具を利用することができる
。この構成物またはシステムの動作および点検は、第１構成物と同じである。また、第１
構成物と同様に、取り付けオプションを変更することができる。図５の例示は、第１構成
物とこの構成物との差を示す。
【００２４】
　図５を参照すると、２０に、前に記載された第１構成物の２５.４ｍｍ（１インチ）の
入口部を示す。２１に、前に記載された第１構成物の２５.４ｍｍ（１インチ）の出口部
を示す。２２に、本実施例の構成物の３１．７５ｍｍ（１．２５インチ）の入口部を示す
。２つの構成物の間の高さの差は、２５で示され、５５.０ｍｍ（２.１７インチ）である
。
【００２５】
　２００７年１１月９日に出願した米国仮特許出願第６１/００２,５０３号の例示のクラ
ンクケース換気用フィルタ構成物：図６～２６
　米国仮特許出願第６０/９３６,００６号で引用し、図１～５で上記記載した多くの原理
は、米国仮特許出願第６１/００２,５０３号の図６～２６で図示する例示のクランクケー
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ス換気用フィルタアセンブリとコンポーネント中に含まれる。図６の参照番号１００は、
概略的な断面図で示す例示のフィルタアセンブリを一般的に示す。図６を参照すると、フ
ィルタアセンブリ１００は、ハウジング１０１を含む。ハウジング１０１は、本体または
中央本体または本体部１０２と、底部カバー１０３と、この例では、ロックリング１０４
で適所に固定されたカップ１０３ｃを含む底部カバー１０３と、頂部カバーまたはキャッ
プ１０５と、この例では、第２ロックリング１０６で適所に固定された頂部カバーまたは
キャップ１０５とを含む。ロックリング１０４、１０６は互いに同一であり得る。
【００２６】
　また図６を参照すると、本体１０２は、上側領域１１１と下側領域１１２を持つ側壁１
１０を含む。本体１０２は、本体１０２の側壁１１０を通って伸びるガス流入口構成物１
１５とガス流出口構成物１１６とを含む。（従って、ハウジング１０１は、ガス流入口構
成物１１５とガス流出口構成物１１６とを含む。）図示された特別のフィルタアセンブリ
１００に対して入口構成物１１５の中心線１１５ｃは、一般に、出口構成物１１６の中心
線１１６ｃの上方に伸びている。さらに、図示された例において、入口構成物１１５と出
口構成物１１６は、側壁１１０の周りに一般に互いに１８０°離れて配置されている。こ
のことは、例えば、頂部からのフィルタアセンブリ１００の平面図である図７で見ること
ができる。図６は、図７の線６－６に沿って得られた図である。さらに、図示された特別
の例示の本体１０２では、入口構成物１１５の最低部分１１５ｌは、使用中において出口
構成物１１６の最高部分１１６ｕより低く、出口構成物１１６の最低部分１１６ｌの上方
に配置される。このことは、一般に、前に記載された利点のために本体１０２のできるだ
け高い位置に合理的に出口構成物１１６を持つことに対応している。
【００２７】
　図６で記載するフィルタアセンブリ１００は、キャップ１０５が底部カバー１０３の上
方に配向された状態の通常使用する配向で図示している。本明細書では、「頂部（tｏp）
」、「底部（bｏttｏm）」、「上方（abｏve）」、「下方（belｏw）」、「上側（uppeｒ
）」、「下側（lｏweｒ）」および配向の類似する用語は、使用時の通常の配向、すなわ
ち、図６の配向でフィルタアセンブリ１００およびそのコンポーネントを特徴付けて言う
ことを意味する。
【００２８】
　再び図６を参照すると、入口構成物１１５の上方位置の上側領域１１１は、開口部１２
１を持つ上側端部１２０を含む。開いた上側端部１２０（すなわち、開口部１２１）は、
十分に大きく、以下に説明されるように、内部に配置されたクランクケース換気用フィル
タエレメントまたはフィルタカートリッジ１３０を通る点検通路を可能にする。
【００２９】
　上側端部１２０は、キャップ１０５によって閉じられ、以下に記載される方法でロック
リング１０６によって適所に固定される。
【００３０】
　下側領域１１２は、十分に大きな開口部１２５を画定する端部１２４を含み、フィルタ
カートリッジ１３０を通る点検通路を可能にする。開口部１２５は、底部カバー１０５に
よって閉じられ、図示された例ではロックリング１０４によって適所に固定されている。
【００３１】
　次に、上記記載からハウジング本体１０２は、すなわち、総合的なハウジング１０１は
、頂部端部１１１と底部端部１１２の一方または両方から内部に収容したフィルタカート
リッジ１３０への点検アクセスを可能にするように構成されていることを理解できる。言
い換えると、図示された例示の構成物に対して、フィルタカートリッジ１３０は、ハウジ
ング１０１から対向する端部１１１、１１２のどちらか１つを通って、取り付けるまたは
取り外すことができる。したがって、フィルタアセンブリ１００は、頂部からの点検のた
めに構成される装置あるいはまた底部からの点検のために構成される装置を含むさまざま
な装置に取り付けることができる。本明細書では、「点検通路（seｒvice passaｇe）」
という用語およびその変形は、ハウジング１０１の内部１０１ｉあるいはハウジング１０
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１の内部１０１ｉのフィルタカートリッジ１３０の通路を言うことを意味する。頂部ある
いは底部から点検する能力は、図１で図示され説明されたフィルタアセンブリと類似して
いる。
【００３２】
　底部カバー１０３は、以下に記載するように、捕集した液体の排液用の低い液体排出部
１２８を含む。これは図１のフィルタアセンブリに類似している。
【００３３】
　一般に、ハウジング１０１は、取り外し可能で取替え可能な（点検可能な）フィルタカ
ートリッジ１３０を操作可能に収容する内部１０１ｉを画定する。フィルタカートリッジ
１３０は点検コンポーネントである。ろ過フィルタアセンブリ１００を様々な装置でクラ
ンクケース吹き抜けガス（すなわち、クランクケース換気ガス）をろ過するために使用す
る場合、やがて閉塞してフィルタカートリッジ１３０の洗浄あるいは交換を確実にする。
そのような場合に、フィルタカートリッジ１３０は、頂部１０５を取り外すことによって
開口部１２１を通ってフィルタカートリッジ１３０の流路から、または、底部カバー１０
３を取り外した後に、開口部１２５からフィルタカートリッジ１３０を取り外すことによ
って、内部１０１から取り除くことができる。点検の間に、フィルタカートリッジ１３０
は、通常は、取り外して再生するか、または別のフィルタカートリッジ、通常はフィルタ
カートリッジ１３０と類似する新しいフィルタカートリッジに取り替える。
【００３４】
　図６を参照すると、クランクケース換気フィルタカートリッジ１３０は、一般に、媒体
支持体１３６に支持された媒体１３５を有する。示された例では、媒体支持体１３６は、
対抗する第１端部部材１４０と第２端部部材１４１の間に伸びている中央コア部材１３９
を含む。媒体１３５は、一般に、開いているフィルタ内部１４５を画定するために、第１
端部部材１４０と第２端部部材１４１との間の位置で、中央コア部材１３９の周囲部に巻
きつけられる。中央コア部材１３９は、通常は浸透性であり、通過するガス流れを可能に
する。浸透性は開口部１３９ａによって提供される。
【００３５】
　一般的な用語において、媒体１３５は、上側端部１３５ｕと下側端部１３５１を持つも
のとして特徴付けることができる。上側端部１３５ｕは、第１端部部材１４０と隣接し、
第１端部部材１４０と重なっている。下側端部１３５１は、第２端部部材１４１と隣接し
、第２端部部材１４１と重なっている。したがって、第１端部部材１４０と第２端部部材
１４１は、対向する端部部材であり、媒体１３５と管状支持体１３９がその間を伸びる状
態で配置されている。
【００３６】
　また図６を参照すると、第１端部部材１４０は開いた端部部材であり、開いたフィルタ
領域１４５とガス流れが連結する中央開口部１４５ａを含むことが注目される。閉じたリ
ップ１４５ｂは、中央開口部１４５ａから下向きに係属している。さらに、開いた管状部
１３９は、それに沿って長手方向に伸びている間隔をあけて配置された補強用のリブ１３
９ｒを含む。
【００３７】
　一方、以下で詳細に記載するように、第２端部部材１４１は、閉じた端部部材であり、
ガス流は、第２端部部材１４１を通って内部１４５に直接流れることができない。
【００３８】
　図６を参照すると、一般に、以下の通り動作する。クランクケース換気ガス（または、
エンジン吹き抜けガス）は、空気流入口構成物１１５を通って矢印１４９の向きにフィル
タアセンブリ１００中に導かれる。次に、ガスは、フィルタカートリッジ１３０の上方の
ハウジング１０１の上側の入口領域１１１ｘに導かれる。ガスは、開口部１４５ａを下向
きに通って中心部または支持体部材１３９によって囲まれたフィルタ内部１４５に入る。
次に、ガスは開口部１３９ａを通って媒体１３５に入る。ガスに含まれる液体粒子は、媒
体１３５で合体する。また、固体粒子は、媒体１３５に捕集される。ガスは、媒体１３５
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でろ過されてから、一般に、媒体１３５を取り囲こむ空気流円環部１０１ａに導かれる。
次に、ガスは、出口構成物１１６中に入り、その結果、一般に矢印１５０の方向にフィル
タアセンブリ１００から外に出る。（これは、図１のフィルタアセンブリの動作と類似し
ている。）「閉じた」クランクケース換気用装置では、ガスを、次に、例えば、組み込ま
れたエンジンの燃焼空気取入口フィルタアセンブリに導くことができる。「開いた」シス
テムでは、ろ過したガスは大気に排気することができる。
【００３９】
　フィルタカートリッジ媒体１３５で合体した液体は、一般に、下向きに排液され、最終
的に底部カバー１０３の下側の中央体積部１６５に、続いてフィルタアセンブリ１００か
ら低い排液部１２８を通って外側に排液される（これも図１のフィルタアセンブリの動作
と類似している）。
【００４０】
　フィルタアセンブリ１００を内部に取り付けた装置では、フィルタアセンブリ１００を
頂部から点検するように構成することができる。頂部からの点検は、一般に以下の通りで
ある。ロックリング１０６を上側端部１２０の係合がはずれるまで回転する。次に、ロッ
クリング１０６とキャップ１０５を取り除いて開口部１２１を露出する。次に、点検プロ
バイダーは、フィルタカートリッジ１３０にアクセスして取り外す。新しいフィルタカー
トリッジを逆の操作で取り付ける。頂部からの点検は、入口構成物１１５、出口構成物１
１６、または底部排液部１２８に固定した配管の取り外しを必要としないことが注目され
る。
【００４１】
　クランクケース換気用フィルタアセンブリ１００を取り付けた装置を底部から点検する
ように構成されている場合、点検は、以下の通りである。ロックリング１０４を十分回転
して端部１２４から底部カバー１０３とロックリング１０４を分離する。次に、底部開口
部１２５からフィルタカートリッジ１３０を取り除く。続く点検は、通常は、以下のどち
らを含む。カップ１０３ｃに新しいフィルタカートリッジ１３０を取り付け、次に、底部
カバー１０３をロックリング１０４で端部１２４に取り付けることによりハウジング１０
１を組み立てる、または、本体１０２にフィルタカートリッジ１３０を取り付け、次に、
底部カバー１０３を取り付ける。記載された底部からの点検操作は、入口構成物１１５ま
たは出口構成物１１６から配管の取り外しを必要としない。さらに、この種類の通常の点
検動作では、排液部１２８へ取り付けた排液配管を取り外す必要はない。
【００４２】
　フィルタアセンブリ１００は、中央の本体部１０２にバンドまたはブラケットを取り付
けることによって、使用する装置に取り付けることが注目される。頂部または底部からの
通常の点検動作の間に、取り付けバンドあるいはブラケットを緩めるまたは取り外す必要
はない。
【００４３】
　また、図６を参照すると、ろ過してないガスが入口構成物１１５に入り、出口構成物１
１６から出るのを禁止するために、入口構成物１１５と上側のろ過してないガス領域１１
１ｘを、清浄なガス円環部１０１ａと出口構成物１１６から隔離する必要があり、このこ
とは好ましいことである。これは、一般に、フィルタカートリッジ１３０に取り付けられ
たハウジングシール構成物によってなされる。図６では、ハウジングシール構成物を一般
に１５０で示す。ハウジングシール構成物１５０は、一般に、ハウジング１０１の内部壁
１０１ｘのハウジングシール表面１５１をシールするハウジングシール部材１５５を含む
。シールは、本体１０２の内部壁部分に対してなされる。シール構成物１５０がシールす
るハウジング１０１のシール表面１５１は、一般に、出口構成物１１６の上方を通過し、
ハウジング入口構成物１１５の下方を通過するように配置される。同様に、シール部材１
５５は、出口構成物１１６の上方を通過し、入口構成物１１５の下方を通過する。
【００４４】
　図示した特別の例示のシール構成物１５０では、シール部材１５５は、フィルタカート
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リッジ１３０とハウジング１０１の中心軸Ｘに対して傾いていて、非直交で非平行（一般
に、１６０で指定される平面と直線上に）であり、かつ中心軸Ｘに垂直な平面に対して傾
いている（非直交で非平行）外側周囲部を画定する。図示した例では、シール部材１５５
の平面１６０と中心軸Ｘの間の鋭角を、一般に角度Ａで示す。角度Ａは、通常は少なくと
も６０°であり、普通は８６°を超えない、一般に角度Ａは、６５°から８５°の範囲内
にある。本明細書では、「シール部材１５５は、軸または平面と直線上に傾いた外側周囲
部を画定する」と言う場合、シール部材１５５は、一直線の「平面」を図示することがで
きるシールのための外側周囲部を画定することを意味する。もちろん図示した例では、シ
ール部材１５５のシール表面は、半径方向の外側に向けられる。
【００４５】
　図示した例では、シール部材１５５は、Ｏ－リング１５５ａを含み得ることが注目され
る。シール部材１５５の外側周囲部は楕円形として構成することができる。代替手段とし
て、シール部材１５５の外側周囲部を円形として構成することができる。もっとも、シー
ル部材１５５の外側周囲部に対してさまざまな構成を使用することができる。シール部材
１５５に対してオプションとして傾いた平面１６０を使用すると、上記Ｉ章で説明したよ
うな利点が得られる。
【００４６】
　ここで図８を注目すると、図８は、図７の線８－８に沿って得られる図６の断面に垂直
に得られる断面図である。図８を参照すると、入口構成物１１５を見ることができる。入
口構成物１１５が本体１０２を通過することを図示する例示のフィルタアセンブリ１００
において、環状画定部１１５ｃが提供される。例示のフィルタアセンブリ１００において
、環状画定部１１５ｃは、本体１０２を通り抜けるとき、図６の出口構成物１１６によっ
てもまた提供される。
【００４７】
　また図８では、シール表面１５１でシールされたシール部材１５５を持つフィルタカー
トリッジ１３０を見ることができる。
【００４８】
　図８では、取付構成物１５８を見ることができる。取付構成物１５８は、図示された特
別の実施例では、ハウジング本体１０２に、例えば、ハウジング本体１０２の一部として
鋳込まれた取付用パッドを含み得る。取付用パッド（構成物）１５８は、使用される装置
中のフィルタアセンブリ１００に固定した取付ボルトあるいは同様の接続構成物に対する
受容部を持って提供することができる。取り付けを容易にするために、取付用パッド構成
物は、ハウジング本体１０２を形成したプラスチック中に埋め込んだボルト用の１つまた
はそれ以上の金属受容部または同様のコネクタとともに提供される。そのような場合に、
フィルタアセンブリ１００は完全には非金属ではない。
【００４９】
　ここで図９を注目する。図９は、フィルタアセンブリ１００の分解斜視図である。ロッ
クリング１０６は、ねじ山係合により開口部１２１の周囲部のねじ山１１１ｔと係合して
ハウジング本体１０２の端部１１１に取り付けられているのを見ることができる。また、
底部カバー１０３は、端部１１２で、端部１１２のねじ山１１２ｔとロックリング１０４
によって係合して固定されているのを見ることができる。また、内部に収容されたフィル
タカートリッジ１３０の一部を見ることができる。
【００５０】
　図６に戻ると、シール部材１７０は、頂部カバー１０５の従属部１７１の周囲に配置さ
れていることが注目される。シール部材１７０は、シールのために図９の表面１１１ｉに
係合するように配置されている。また、ロックリング１０６は図６の頂部１０５でフラン
ジ１０５ｆと係合する。
【００５１】
　また図６を参照すると、シール部材１７５は、底部カバー１０３の上向きに突き出てい
る領域１７６に取り付けられている。シール部材１７５は、図９の端部１１２の内側領域
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１１２ｉをシールするように配向している。シール部材１７０とシール部材１７５は、第
Ｉ章で上記説明したものと類似のＯ－リングを含み得る。
【００５２】
　図６Ａは、図６の一部であるシール部材１７０の領域の部分拡大図である。シール部材
１７０は、頂部１０５に従属するリム部１７１に配置され、シール表面１１１ｉをシール
することがわかる。
【００５３】
　図６Ｂは、図６の一部であるシール部材１７５の領域の部分拡大図である。シール部材
１７５は、底部カバー１０３の領域１７６に取り付けられ、端部１１２の内部領域１１２
ｉをシールする。
【００５４】
　図１０に、フィルタカートリッジ１３０の頂部からの斜視図を示す。フィルタカートリ
ッジ１３０は、媒体（フィルタカートリッジ）支持体１３６に取り付けられた媒体１３５
を含む。媒体支持体１３６は、対向する第１（頂部）端部部材１４０と第２（底部）端部
部材１４１を含む。図６と関連して説明されたように、媒体１３５を周囲に取り付けた中
央支持体１３９（図６参照）は、第１端部部材１４０と第２端部部材１４１との間に提供
される。
【００５５】
　図１０を参照すると、第１端部部材１４０は、設置されるとき、フィルタカートリッジ
１３０の上側または頂部端部部材を含み、かつ複数の特徴を持つ。例えば、図示された例
では、Ｏ－リング１５５ｏを含むシール部材１５５が、第１端部部材１４０の周りの周囲
部に伸びるシール支持体１５６上に取り付けられている。シール部材１５５は、前に図６
で説明したように、シール表面１５１とシールを形成するように配置されている。また、
シール部材１５５は、媒体１３５を取り囲む部分が無い状態で配置されている。すなわち
、シール部材１５５は、媒体１３５の端部１３５ｕの上方に完全に配置されている。
【００５６】
　図１０を参照すると、シール部材１５５は、（第１端部部材１４０の）端部フランジ部
材１４Oｆを上側領域１４Oｕと下側領域１４０ｌに分離するものとして理解することがで
きる。
【００５７】
　また図１０を参照すると、上側領域１４Oｕは複数の特徴を含む。まず、上側領域１４O
ｕはＣ字形状の上向きに突き出ているフランジ１８０を含む。フランジ１８０は、その中
に補強リブ１８１を含む。フランジ１８０は、Ｃ字形状であり、ギャップ１８３を含んで
いる。ギャップ１８３は、入口構成物１１５からの入口流が、媒体１３５の上方でフラン
ジ１８０によって部分的に囲まれている体積部１４Oｖに入るのを可能するように配向さ
れている。これは、入口構成物１１５からのガス流が第１端部部材１４０を通って最終的
に図６の開口部１４５ａに達するのを可能する。一般に、ギャップ１８３は、少なくとも
３０°の弓状の角度で、通常は８０°未満の弓状の角度で、普通は４０～７０°の弓状の
角度で伸びるような大きさに作られている。
【００５８】
　また図１０を参照すると、シール部材１５５は、第１端部部材１４０の対抗する側部１
４０ｏを横切って、すなわち、フランジ１８０を横切って、下面のギャップ１８３に伸び
かつギャップ１８３の最低部分１８３ｂの上方に伸びるように取り付けられていることを
見ることができる。フランジ１８０は、弓形状を画定する上側リムあるいはレール１８０
ｒを画定するものとして理解することができる。フランジ１８０は、通常の例では、媒体
１３５ｕの上方に少なくとも３０ｍｍの位置まで、通常は３０～７０ｍｍの範囲の長さで
突き出ている。
【００５９】
　また図１０を参照すると、上側フランジ１８０は、その上にハンドル構成物１８６を含
む。図示された特別のハンドル構成物１８６は、上側端部またはレール１８０ｒの下方に
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、フランジ１８０を通って（半径方向）反対側にそれぞれ配置されている第１および第２
ハンドル開口部１８６ａ、１８６ｂを有する。開口部１８６ａ、１８６ｂは、フィルタカ
ートリッジ１３０の取り扱い（点検）を容易にするために、その中を通って伸びる人間の
手の部分を収容するような大きさに作られている。通常の構成物では、各ハンドル開口部
１８６ａ、１８６ｂの半径方向の（弓状の）伸長部分は、少なくとも３０°の角度、通常
は、少なくとも４０°の角度である。
【００６０】
　また、図１０を参照すると、フランジ１８０は、以下でさらに説明されるように、フィ
ルタカートリッジからハウジングの頂部（カバー）（または、ハウジングの頂部（カバー
）からフィルタカートリッジ）を回転して割り出す配置の第１部材１９０を含むことが注
目される。一般に、フィルタカートリッジからハウジングの頂部（カバー）を回転して割
り出す配置は、フィルタカートリッジ１３０がハウジング１０１内に適切な回転の位置に
配置され、シール部材１５５がシール表面１５１と適切に係合し、かつ適切なガス流のた
めにギャップ１８３が入口構成物１１５と確実に一直線上になるようにする。本明細書で
は、用語「操作可能に係合した」は、様々に分離可能なコンポーネントの１つの選択され
た上側の位置を示すために、場合によって使用される。したがって、フィルタカートリッ
ジからハウジングの頂部への回転の割り出し配置の結果として、フィルタカートリッジは
、ハウジングの頂部（カバー）と、従って、フィルタアセンブリ１００の残りの部分と、
操作可能に係合するように配置される。
【００６１】
　また図１０を参照すると、第１の上側端部部材１４０の領域１４０ｌは、複数の補強用
のフィン１４Oｆを含む。一般に、フィン１４０ｆは、シール支持体１５６と媒体１３５
に隣接する端部カバー１９５との間に伸びている。ある場合には、媒体１３５を端部カバ
ー１９５に入れて、その間のガス流を禁止してもよい。しかしながら、いくつかの例では
、開口部１４５ａから下向きに伸びている図６の係属リップ１４５ｂは、媒体端部１３５
ｕと端部カバー１９５との間で好ましくない量のバイパス流れを禁止するのに十分である
。ある場合に、媒体１３５は係属リップ１４５ｂに接着される。リップ１４５ｂに対する
同様の効果は、図６の端部１３５ｌで係属リップ１４１ｐによって提供される。
【００６２】
　また図１０を参照すると、端部カバー１９５に隣接してギャップ１８３を横切って伸び
ているカバー１４０ｘは、シール部材１５５のためにギャップ１８３を横切る支持体を提
供するばかりでなく、内部１４Oｖの液体が図６の開口部１４５ａを通過する以外の方向
に排液されるのを禁止する。
【００６３】
　ここで、フィルタカートリッジ１３０の底面からの斜視図である図１１を参照する。図
で、第２端部部材１４１を調べることができる。第２端部部材１４１は、複数の外側に突
き出ている間隔をあけて配置されたペタルまたは突起物１４１ｘを持つ外側周辺部または
周囲部１４０ｐを含む。くぼみ部１４１ｒは、隣接する突起物１４１ｘの間に配置され、
くぼみ部１４１ｒは、媒体１３５の図６の底部端部１３５ｂ（の下方で）底部端部１３５
ｂを部分的に横切って伸びている。媒体１３５に捕集された液体は、底部端部１３５ｂか
らくぼみ部１４１ｒを通って直接下向きに排出することができる。
【００６４】
　また、外側周囲部１４０ｐから開口部１４１ａまで第２端部部材１４１を横切って配置
された部分道は、複数の間隔をあけて配置されている排液開口部１４１ｄを配置する。排
液開口部１４１ｄは、媒体１３５の底部端部１３５ｂと重なって排液流中に配置されてい
る。排液開口部１４１ｄは、外側の媒体周囲部１３５ｐと中央開口部１４１ａのそれぞれ
から媒体底部端部１３５ｂ（図６）の横方向に少なくとも２０％入る位置に配置されてい
る。開口部１４１ｄは、媒体１３５の底部端部１３５ｂから直接下向きの液体の排液を容
易にする。また、そのような底部排液構成物は、２００７年５月１０日に発行された国際
公開第２００７/０５３４１１号にもまた記載され、引用により本明細書中に合体される
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。
【００６５】
　また図１１を参照すると、第２端部部材１４１は、中央開口部１４１ａを画定する。中
央開口部１４１ａは、以下で説明するように、フィルタカートリッジ１３０を取り付ける
ためのガイド構成物の一部を収容する。また、中央開口部１４１ａは、底部の第２端部部
材１４１の領域外で、媒体１３５の内部１４５との間でガス流を連結させない。この理由
は、中央開口部１４１ａから内側に突き出ているものが閉じたくぼみ部またはガイド構成
物であるからであり、以下で説明する。
【００６６】
　また図１１を参照すると、第２端部部材１４１は、以下でさらに説明するような、フィ
ルタカートリッジからハウジングの底部（または、ハウジングの底部からフィルタカート
リッジ）を回転して割り出す配置の第１部材１９６をさらに含む。フィルタカートリッジ
とハウジングの底部を回転して割り出す配置は、取り付けの間に底部カバー１０３とフィ
ルタカートリッジ１３０の間で回転の割り出しを提供し、適切な（操作可能な）回転位置
にフィルタカートリッジ１３０を容易に配置する。
【００６７】
　ここで、図１２を注目する。図１２はフィルタカートリッジ支持体１３６の断面図であ
る。第１端部部材１４０は、その中にハンドル開口部１８６ｂを持つ状態で見ることがで
きる。傾いた支持体１５６は、図６の支持シール部材１５５を支持することを見ることが
できる。開口部１３９ａを持つ中央媒体支持体１３９を見ることができる。
【００６８】
　図１２を参照すると、中央媒体支持体１３９は、上側端部１３９ｕと下側の底部端部１
３９ｂとを持つものとして見なすことができる。一般に、第１端部部材１４０は、上側端
部１３９ｕに配置され、第２端部部材１４１は下側端部１３９ｂに配置される。図示され
た特別の例示のフィルタカートリッジ支持体１３６に対して、第１端部部材１４０、中央
媒体支持体１３９、および第２端部部材１４１は、互いに統合されており、フィルタカー
トリッジ支持体１３６は、単一に成形された統合ピース、通常はプラスチックピースを含
む。代替手段は可能である。
【００６９】
　前に一般的に示したように、第１端部部材１４０は、中央開口部１４５ａを持つ開いた
端部部材である。一方、第２端部部材１４１は閉じており、中央開口部１４１ａは囲壁２
００によって閉じられている。すなわち、フィルタカートリッジ内部１４５へ入るガス流
は、第２端部部材１４１を通ってアクセスすることができない。
【００７０】
　特に、図１２を参照すると、下側端部１３９ｂに隣接して、中央媒体支持体１３９によ
って画定される内部１３９ｉを横切って伸びている、端部囲壁２００が提供される。端部
囲壁２００は、示された実施例では、側壁２０１、閉じている上側（内側）端部２０２、
およびリム２０３を含む。リム２０３は、中央媒体支持体１３９の端部１３９ｂに側壁２
０１を取り付ける。
【００７１】
　次に、図示された実施例において、端部囲壁２００は、端部囲壁２００によって中央媒
体支持体１３９の内部１３９ｉから隔離された収容空間部２０５を画定する。収容空間部
２０５は、以下で説明するガイド部材が開口部１４１ａを通って延長部に突き出ることが
できる開口端部２０５ｅを含んでいる。一般的な用語で、収容空間部２０５は、第２端部
部材１４１に中央の収容くぼみ部２０６を含む。
【００７２】
　第２端部部材１４１は、端部囲壁２００によって内部１３９ｉへの連結が閉じている。
【００７３】
　図１３に、フィルタカートリッジ支持体１３６の頂部からの平面図を示す。図は上側端
部２０２に向かう方向であり、中央媒体支持体１３９の内部１３９ｉに端部囲壁２００が
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見える。
【００７４】
　また、図１３には、ギャップ１８３と、フィルタカートリッジとハウジングの頂部（カ
バー）を回転して割り出す配置の第１部材１９０が見え、以下でさらに説明する。
【００７５】
　ここで、図１４の底部からのフィルタカートリッジ支持体１３６の平面図を注目する。
収容空間部２０５が見えている。収容空間部２０５は、開口部端部２０５ｅを含んでいる
。
【００７６】
　また、図１４には、フィルタカートリッジとハウジングの底部（カバー）を回転して割
り出す配置の第１部材１９６が見えており、以下で説明する。
【００７７】
　図１５～１７Ａに、ハウジング本体１０２を示す。図１６は、頂部からの一般的な平面
図であり、入口構成物１１５と出口構成物１１６と内部１０２ｉが見えている。図１６は
、一般に、頂部端部１１１に向う方向である。図１６では、例示の例において、入口構成
物１１５と出口構成物１１６が、ハウジング本体１０２の外側周囲部の周りに互いに１８
０°離れた方向で配置されていることがわかる。
【００７８】
　図１５は、図１６の線１５－１５に沿って一般的に得られる断面である。外側ねじ山１
１１ｔを持つ上側端部１１１が見える。外側ねじ山１１２tをもつ下側端部１１２が見え
る。シール表面１５１が見える。図６Ａにシール部材１７０のシール領域１１１ｉが見え
る。また、図６Ｂにシール部材１７５のシール領域１１２ｉが見える。
【００７９】
　図１７を参照すると、出口構成物１１６に向かう方向に一般的に得られるハウジング本
体１０２の外部が示される。図示された実施例において、出口構成物１１６が円形の内部
断面形状１１６ｃを持つことが理解される。
【００８０】
　図１７Ａは、ハウジング本体１０２の底面図である。ここで、また、入口構成物１１５
と出口構成物１１６が、ハウジング本体１０２の周囲に互いに１８０°の間隔を空けて配
置されているのが理解される。
【００８１】
　ここで、図１８と１９に注目すると、底部カバー１０３が見える。例示の底部カバー１
０３は、図１８（図１９の頂部からの平面図の線１８－１８に沿って得られる断面図）を
参照すると、底部カバー１０３は、側壁２２０、底部２２１、および低い排液部１２８を
有する底部キャップ１０３ｃとして構成される。低い排液部１２８は、そこから下向きに
突き出ている液流出管１２８を含む。液流出管１２８によって内部１０３ｉで捕集された
液体はフィルタアセンブリ１００から排出することができる。
【００８２】
　壁２２０は、図６Ｂのロックリング１０４と係合するために、その上に外側方向に向け
られたフランジ２２Oｆを持つ上側領域２２Oｕを含む。フランジ２２Oｆの上方のくぼみ
部２２Oｒは、図６のシール部材１７５のための座部を供給する。また、シール部材１７
５はＯ－リングを含むことができる。
【００８３】
　図１８を参照すると、ハウジングの底部カバーまたはカップからハウジング本体（また
はハウジング本体からハウジングの底部カバー）を回転して割り出す配置の第１部材２３
０は、くぼみ部２２Oｒの上方に配置されて提供される。図示された構成において、第１
部材２３０は、底部キャップ１０３ｃの残りの部分から上向き方向に伸びている突起構成
物２３０ａを含む。例示の例では、突起構成物２３０ａは、第１と第２の間隔をあけて配
置されている弓状フランジまたは突起物２３１、２３２を含む。図１９の例示の例では、
第１突起物２３１は、少なくとも約１２０°、通常は１６０°～１８０°、および通常は
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２００°を超えない角度で弓状に伸びており、第２突起物２３２は、少なくとも約１５°
、通常は少なくとも約２０°、および通常は４５°を超えない角度で弓状に伸びている。
例示の例では、第１突起物２３１の弓状延長部分は約１７０～１７５°であり、第２突起
物２３２の弓状延長部分は、約２５～３０°である。
【００８４】
　また図１９を参照すると、第１および第２突起物２３１、２３２は、ギャップ２３５ａ
、２３５ｂによって、互いに間隔をあけて配置されていることがわかる。各ギャップ２３
５ａ、２３５ｂは、弓状延長部分を有する。示された例では、ギャップ２３５ａ、２３５
ｂは同じ弓状延長部分は無いが、代替手段は可能である。
【００８５】
　ハウジングの底部とハウジング本体を回転して割り出す配置は、底部カバー１０３がハ
ウジング本体１０２に、選択された操作可能な回転方向にのみに確実に固定され得る。示
された例では、ただ１つの選択された回転方向が可能である。フィルタカートリッジ１３
０の取り付けと点検を容易にするために使用される方法を、以下で説明する。
【００８６】
　フィルタアセンブリ１００は、さらに、フィルタカートリッジからガイド（または、ガ
イドからフィルタカートリッジ）を回転して割り出す配置を含む。回転して割り出す配置
は、フィルタカートリッジ１３０が底部カバー１０３に向かって下げられるか、または、
底部カバー１０３がフィルタカートリッジ１３０に向かう方向に押されるとき、２つが、
互いに対して好ましい回転位置に配置されて、以下で説明されるフィルタカートリッジか
ら底部カバー（または、底部カバーからフィルタカートリッジ）へ回転して割り出す配置
が容易に係合することを補助する。フィルタカートリッジとガイドを回転して割り出す配
置は、一般に、以下のようなものである。図１８を参照すると、底部カバー１０３は、カ
ップ内部１０３ｉ中に底部２２１から上方向に伸びている中央突起物またはガイド２４０
を含んでいることが注目される。中央突起物またはガイド２４０は、開口部１４１ａを通
って第２端部部材１４１（図１２）中に、そして収容空間部２０５中に、すなわち、収容
くぼみ部２０６中に、突き出るような大きさに作られている。中央突起物２４０は、取り
付けを容易にするガイドを提供する。
【００８７】
　底部カバー１０３の頂部からの平面図である図１９を参照すると、中央突起物（ガイド
）２４０は、平面または断面が非円形の外側周囲部２４１を持つことが注目される。示さ
れた特別の例では、外側周囲部２４１は、一般的に、真っ直ぐな側部２４１ｓと対抗する
カーブした側部２４１cを持つＤ字形状である。真っ直ぐな側部２４１ｓにより、排液ギ
ャップ２４１ｇが提供される。排液ギャップ２４１ｇは、底部領域２２Oｉから排液開口
部１２８への液体の流れを可能する。
【００８８】
　非対称、すなわち、非円形の外側周囲部２４１の形状は、ガイド（中央突起物）２４０
を開口部１４１ａを通って受容部（収容くぼみ部）２０６に挿入するとき、ガイド（中央
突起物）２４０に対して一つだけのフィルタカートリッジ１３０の取り付け可能な回転位
置を可能にするように選択することができる。これは、外側周囲部２４１の非対称の形状
だけではなく、ガイド（中央突起物）２４０を相対的に１つの回転位置で収容する受容部
（収容くぼみ部）２０６に対する内部形状によってなされる。示された例では、ガイド（
中央突起物）２４０を収容するために、受容部（収容くぼみ部）２０６はまた、Ｄ字形状
の断面を持つ内部を提供する。図１４を参照すると、図１４の受容部（収容くぼみ部）２
０６は、真っ直ぐな側部２０７ｓと対向するカーブした側部２０７ｃを持つ内壁２０７に
対して内側のＤ字形状断面画定部を持つものとして理解することができる。
【００８９】
　次に、収容空間部２０５は、フィルタカートリッジ１３０がガイド（中央突起物）２４
０に対して１つの選択された操作可能な回転位置にいるときだけ、ガイド（中央突起物）
２４０を収容することができることがわかる。
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【００９０】
　ガイド（中央突起物）２４０と受容部（収容くぼみ部）２０６に対して、さまざまな代
替のガイド（中央突起物）２４０の適合部または適合形状を選ぶことができる。一般に、
好ましいものは、フィルタカートリッジ１３０が、ガイド（中央突起物）２４０の挿入の
ために、１つの選択された操作可能な位置でなければならないことを確実にする回転方向
の構成物である。一般に、ガイド（中央突起物）２４０と受容部（収容くぼみ部）２０６
は、一緒になって、フィルタカートリッジからガイド（または、ガイドからフィルタカー
トリッジ）を回転して割り出す配置を含む。フィルタカートリッジとガイドを回転して割
り出す配置は、フィルタカートリッジ１３０を底部カバー１０３に向かう方向に挿入する
とき（または、底部カバー１０３をフィルタカートリッジ１３０に向かう方向に挿入する
とき）、その２つが、フィルタカートリッジから底部カバー（または、底部カバーからフ
ィルタカートリッジ）を回転して割り出す配置の係合を容易にするように、１つの選択さ
れた回転位置に互いに配置されることを確実にするのを補助する。
【００９１】
　ここで、図１１をまず参照して、フィルタカートリッジからハウジングの底部（または
、ハウジングの底部からフィルタカートリッジ）を回転して割り出す配置について説明す
る。前に特徴付けたように、図１１の第１部材１９６は、フィルタカートリッジとハウジ
ングの底部（カバー）を回転して割り出す配置の第１部材である。フィルタカートリッジ
支持体１３６の底面図である図１４を参照すると、第１部材１９６が見える。一般に、第
１部材１９６は、非円形である周囲部１９６pを画定する突起物１９６ａを含む。例示の
特別な例では、図１４の第１部材（突起物）１９６は、一般にＤ字形状であり、真っ直ぐ
な側部１９６ｓと、対抗するカーブした側部１９６cとを持つ。例示の例では、第１部材
（突起物）１９６は、周囲部の周りに連続していてギャップは無い。
【００９２】
　ここで、前に説明した底部カバー１０３の断面図である図１８を参照する。底部カバー
１０３は、その中に、下側の中央くぼみ部２５０を含む。中央くぼみ部２５０は、以下で
さらに説明するように、図１１の第１部材（突起物）１９６を収容するような大きさに構
成されている。
【００９３】
　底部カバー１０３の頂部からの平面図を示す図１９を参照すると、受容部（中央くぼみ
部）２５０は、内部表面２５０ｗによって画定されることがわかる。周囲部壁２５０ｗは
、一般に非円形で非対称（回転する）である。例示の例では、周囲部壁２５０ｗは、真っ
直ぐな側部２５０ｓと対抗するカーブした側部２５０ｃを持つＤ字形状である。周囲部壁
２５０ｗ、特に真っ直ぐな側部２５０ｓは、その中に排液ギャップ２５０ｇを含む。排液
ギャップ２５０ｇは、表面１０３ｓの液体を領域２５０ｒへ、従ってギャップ２４１ｇを
通って排液部１２８へ排液するのを可能にする。
【００９４】
　突起物（第１部材）１９６と受容部（中央くぼみ部）２５０は、フィルタカートリッジ
１３０が底部カバー１０３に対して１つの選択された操作可能な回転位置にいるとき、互
いに一緒に完全な係合を可能にする大きさと形状に作られている。したがって、突起物（
第１部材）１９６と受容部（中央くぼみ部）２５０は、一緒になって、フィルタカートリ
ッジからハウジングの底部（カバー）（または、ハウジングの底部（カバー）からフィル
タカートリッジ）を回転して割り出す配置を画定する。突起物（第１部材）１９６は、ギ
ャップ２５０ｇが突起物（第１部材）１９６の下方に開いていて排液を可能する受容部（
中央くぼみ部）２５０の方向にある量だけ伸びていることが注目される。
【００９５】
　突起物（第１部材）１９６と受容部（中央くぼみ部）２５０との係合は、前に参照した
、フィルタカートリッジとガイドを回転して割り出す配置によって、容易になされること
が注目される。すなわち、フィルタカートリッジ１３０を底部カバー１０３に向かう方向
に下ろすとき（または、底部カバー１０３をフィルタカートリッジ１３０に向かう方向に
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取り付けるとき）、受容部（収容くぼみ部）２０６に入るガイド（中央突起物）２４０は
、底部カバー１０３に対してフィルタカートリッジ１３０の最初に選択された回転位置を
割り出すのを補助し、フィルタカートリッジと底部カバーを回転して割り出す配置の最終
的な係合を容易にする。
【００９６】
　ここで、図２０～図２３のキャップまたは頂部１０５を注目する。図２０はキャップ１
０５の側面図である。頂部１０５は、図６のシール部材１７０を収容するために、その中
にカバーまたは頂部端部１０５ｔと、くぼみ部１０５ｓを持つリム１０５ｒとを含む。さ
らに、キャップまたは頂部１０５は、下側部、または、従属部１０５ｄを含む。
【００９７】
　キャップまたは頂部１０５の頂部からの平面図を示す図２１を参照する。キャップまた
は頂部１０５は、入口構成物１１５の上方に配向される証印「入口」２７０と、出口構成
物１１６の上方に配向される証印「出口」２７１とによって、キャップ１０５を適切に取
り付けるとき、図２１で示される１つの操作可能な位置でハウジング本体１０１に配置さ
れるようになっている。
【００９８】
　ここで、図２３に示す頂部１０５の下方からの斜視図に注目する。従属部１０５ｄは、
ガス流路１１５ｙと中央のガス収容空間部１１５ｚを持つ内部１１５ｘを画定する。キャ
ップ１０５が適切に取り付けられるとき、ガス流路１１５ｙは、入口構成物１１５と一直
線上に配置する大きさに作られている。したがって、ガス流路１１５ｙは、使用時に入口
１１５と一直線上の方向に向けられて、ガス流れを受け入れる端部１５５ｙｏを含む。領
域１１５ｚは、キャップ１０５を適切に取り付けるとき、ガスがフィルタカートリッジ１
３０の内部１４５に向かうように、フィルタカートリッジ１３０の開口部１４５ａの上方
に配向される大きさに作られている。突起構成物（従属部）１０５ｄは、ガス流路１１５
ｙと領域１１５ｚの総合的な断面の大きさは、入口構成物１１５を通ってハウジング１０
１に入る空気が開口部１４５ａを通ってフィルタカートリッジ内部１４５まで導入される
前に、空気が、好ましくない程度まで確実に膨張しないような大きさと構成に作られてい
る。この大きさと構成は、ガス流れを容易にする。リブ構成物１０５ｅは、端部ピース１
０５に実質的な量の重さを加えずに、入口ガス体積を減らし、入口ガスの膨張を避けるの
を容易にする。
【００９９】
　一般的な用語で、内部１１５ｘは、以下のように、突起構成物（従属部）１０５ｄによ
って画定される。カバー１０５の底面図である図２２を参照すると、外側端部１１５ｙｏ
から内側の中央領域１１５ｚに伸びるガス流路１１５ｙは、一般に、第１の断面形状を有
する。示された例に対し、図２２の第１の断面形状は、一般に、「箱型のｕ」であり、１
１５ｑ、１１５ｒ、１１５ｓで示される長方形または正方形の３つの側部を有する。３つ
の側部１１５ｑ、１１５ｒ、１１５ｓを合わせて画定される周囲画定部は、本明細書で流
路断面領域Ｘｃとして特徴付けられる。ハウジング本体１０２の内部端部表面１０２ｉで
、図８の入口構成物１１５の断面領域は、一般に、入口断面領域Ｘｉを有するものとして
特徴付けられる。通常は、ガス流路１１５ｙと入口構成物１１５は、Ｘｃ/Ｘｉの比が少
なくとも１、通常は、１～１.５の範囲であり、普通は１.１～１.４の範囲であるように
選ばれる。代替物について言うと、通常は、ガス流路１１５ｙの断面領域は、少なくとも
１００％、通常は、１１０％、普通は、１１０～１４０％、好ましくは、入口構成物１１
５の断面領域の１５０％未満である。これは、入口構成物１１５から領域１１５ｚまでの
良いガス流の移動を確実にする。
【０１００】
　ここで、図２２の領域１１５ｚに注目する。領域１１５ｚは、ギャップ１１５ｇがなけ
れば、一般に円領域を画定する。好ましくは、円領域１１５ｚは、寸法（Ｄ1）を有し、
Ｄ1は、図１３の開口部１４５ａの寸法（Ｄ2）とほぼ同じ大きさである。好ましくは、Ｄ

1は、開口部１４５ａの直径Ｄ2より小さくなく、通常は、Ｄ1／Ｄ2は、１～１.４の範囲
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である。
【０１０１】
　ハウジングの頂部（カバー）からハウジング本体（または、ハウジング本体からハウジ
ングの頂部（カバー）を回転して割り出す配置は、ガス流路１１５ｙが入口構成物１１５
に対して適切に配置されることを確実にするために必要とされる。この回転して割り出す
配置の第１部材は、図２３に２８０で示される。第１部材２８０は、突起構成物（従属部
）１０５ｄから半径方向の外側に間隔をあけて配置されたカバー１０５上のフランジ２８
１を含む。特別の例では、突起物（フランジ）２８１は、弓状であり、通常は、対向する
端部２８１ａ、２８１ｂ間に伸びている。例示の弓状のフランジ２８１は、一般に、少な
くとも１８０°の角度の弓状で、通常は、２５０°を超えず、通常は、１８０～２４０°
の範囲の角度で伸びている。図示された例示のフランジ２８１は、約２０５°の角度の弓
状で伸びている。
【０１０２】
　ここで、本体１０２の頂部からの平面図の図１６を参照すると、頂部（カバー）とハウ
ジング本体を回転して割り出す配置の第２部材を２８５で示す。第２部材２８５は、一般
に、端部２８６ａ、２８６ｂの間に伸びている弓状突起物２８６を含む。図示された特別
の弓状の延長部分２８６は、少なくとも１２０°の角度で、通常は、少なくとも１３０°
の角度で、普通は、１３０～１８０°の角度の範囲内で伸びている。図示された例示の弓
状突起物２８６は、約１５５°の角度で、弓状で伸びている。弓状突起物２８６は、本体
１０２に収容領域部または空間部２８７を残す。
【０１０３】
　フランジ２８１は、頂部（カバー）１０５が下げられるとき、フランジ２８１がフラン
ジ（弓状突起物）２８６と係合しないように、頂部（カバー）１０５が操作可能に配置さ
れる場合にだけ、ハウジング本体１０２に挿入することができる。代替物について言うと
、頂部（カバー）とハウジング本体を回転して割り出す配置は、頂部（カバー）１０５が
適切で操作可能に回転して割り出され、かつ、１つだけの回転位置が可能である場合にだ
け、頂部（カバー）１０５上の突起物（第１部材）２８０が、ハウジング本体１０２中に
収容されことができるように、構成されている。
【０１０４】
　図２３を参照すると、収容空間部２９０を、フランジ２８１と突起構成物（従属部）１
０５ｄとの間に提供する。収容空間部２９０は、取り付けの間に、その中に突き出す、図
１０のフィルタカートリッジ１３０の上側フランジ１４０の部分を収容するのに適してい
る。
【０１０５】
　前に指摘したように、フィルタカートリッジ１３０と頂部（カバー）１０５との間で回
転する割り出しは、好ましく、フィルタカートリッジからハウジングの頂部（または、ハ
ウジングの頂部からフィルタカートリッジ）を回転して割り出す配置によって提供される
。図１０を参照すると、フィルタカートリッジとハウジングの頂部（カバー）を回転して
割り出す配置の第１部材は１９０で示される。第１部材１９０は突起構成物１９０ｐの形
態である。図１３を参照すると、例示の突起構成物１９０ｐは、一般に、第１および第２
の間隔をおいて配置された突起物２９５、２９６を含む。示された例では、各突起物２９
５、２９６は、第１端部部材１４０の中央部に向かう角張った周囲突起部によって、示さ
れた例では、ギャップ２９５ｇ、２９６ｇを有する直角の周囲部２９５ｐ、２９６ｐによ
って、一般に画定される。
【０１０６】
　図２３を参照すると、フィルタカートリッジとキャップを回転して割り出す配置の第２
部材を２９８で示す。第２部材２９８は受容部構成物２９９を含む。示された例では、受
容部構成物２９９は、２つの間隔をあけて配置されている受容部３００、３０１を含む。
受容部３００、３０１は、それぞれそこに突き出ている突起物２９５、２９６を収容する
ために傾いている。受容部３００、３０１は、ガス流路１１５ｙの対向する側部に間隔を
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あけて配置されている。
【０１０７】
　一般的な用語で、カバー１０５は、単一の回転方向の配向で、フィルタカートリッジ１
３０を操作可能に係合することができる。すなわち、その配向では、突起構成物（第１部
材）１９０が受容部構成物（第２部材）２９８に収容される状態にフィルタカートリッジ
１３０が配向されている。これは、フィルタカートリッジ１３０のギャップ１８３が、入
口構成物１１５と一直線上になり、ガス流が確実に通るのを可能するのを補助する。また
、カバー１０５がハウジング本体１０２の回転方向を割り出すので、シール部材１５５が
適切にシール表面１５１に確実に配向される。
【０１０８】
　また、フィルタアセンブリ１００は、ハウジングの底部（カバー）とハウジング本体を
回転して割り出す配置を含んでいる。図１８を参照すると、その構成物は、一般的に第１
部材２３０で示される。ハウジング本体１０２の底面図を示す図１７ａを参照すると、第
２部材は一般に３０７で示される。特に、ハウジング本体１０２の端部１１２は、突起構
成物２３０が底部カップ１０３ｃ（またはカバー１０３）とハウジング本体１０２との間
で、１つの選択された操作可能な回転位置にだけ伸びることを可能にするために、内部部
分が適切な突起物と空間を持つ状態で、画定される。
【０１０９】
　次に、一般的な用語で、クランクケース換気用フィルタアセンブリ１００は、以下に示
す種々の回転して割り出す配置を含む。
・ハウジングの底部とハウジング本体を回転して割り出す配置であり、図示された例は、
ハウジングの底部カバー１０３上の突起構成物（第１部材）２３０と、ハウジング本体１
０２上の端部１１２の受容部領域（第２部材３０７）とを含む。
・ハウジングの頂部（カバー）とハウジング本体を回転して割り出す配置であり、図示さ
れた例は、ハウジング本体１０２に対して１つの選択された操作可能な回転位置でのみ頂
部カバー１０５を収容するために、ハウジングの頂部（カバー）上のフランジ２８０と、
ハウジング本体１０２の頂部側の端部１１１に画定された適切な受容部構成物とを含む。
・フィルタカートリッジとハウジングの頂部（カバー）を回転して割り出す配置であり、
図示された例は、ハウジングの頂部（カバー）１０５にのみ係合されるように配置された
フィルタカートリッジ１３０上の突起構成物１９０ｐとを含み、２つの間の１つの選択さ
れた操作可能な回転位置が、突起部構成物１９０ｐが受容部構成物２９９中に収容された
状態で得られる。
・フィルタカートリッジとハウジングの底部を回転して割り出す配置であり、図示された
例は、フィルタカートリッジ１３０の下側端部上の突起物（第１部材）１９６を有し、突
起物（第１部材）１９６は、媒体１３５から離れる方向に突き出ており、受容部２５０と
１つの選択された回転位置で操作可能に係合可能であり、ギャップ２５０ｇを通って液体
は排液される。
さらに、フィルタカートリッジとガイドを回転して割り出す配置は、受容部（収容くぼみ
部）２０６とガイド（中央突起物）２４０とを含み、受容部２０６とガイド２４０は、２
つの間で、１つの回転位置のみを可能にして、点検と取り付けの間、フィルタカートリッ
ジ１３０とハウジングの底部カバー１０３との間の相対的な動きを容易にする。
【０１１０】
　一般に、様々な回転して割り出す配置は、以下のことを確実にする。
・フィルタカートリッジ１３０は、入口構成物１１５からギャップ１８３を通ってガス流
を受け取るために適切なシール配向位置まで回転される。
・ハウジングの頂部（カバー）１０５は、ハウジング本体１０２とフィルタカートリッジ
１３０に対して適切に配向されて、ガス流がガス流路１１５ｙを通ってくぼみ部（領域）
１１５ｚまで確実に流れる。
・フィルタカートリッジ１３０は、頂部または底部からの点検に関係なく、適切に配向さ
れる。
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【０１１１】
　例えば、頂部点検を考える。頂部カバー１０５は、フィルタアセンブリ１００の残りの
部分から取り外され、フィルタカートリッジ１３０へのアクセスを可能にする。フィルタ
カートリッジ１３０が取り除かれる。新しいフィルタカートリッジ１３０（または、洗浄
されフィルタカートリッジ１３０）を取り付けるとき、フィルタカートリッジ１３０は、
底部端部ピース１４１を下向きに配向してハウジング本体１０２中に下ろされる。最終的
に、フィルタカートリッジ１３０は、ガイド（中央突起物）２４０が受容部（収容くぼみ
部）２０６に収容される状態で、図１８のガイド（中央突起物）２４０上を滑走する。フ
ィルタカートリッジ１３０は、この係合が容易に起こるように、選択された回転位置まで
回転する必要がある。フィルタカートリッジ１３０がさらに下ろされると、最終的に、突
起物（第１部材）１９６は受容部（中央くぼみ部）２５０と係合し、フィルタカートリッ
ジ１３０の１つの操作可能な回転位置を確実にする。このことは、フィルタカートリッジ
１３０が、フィルタカートリッジシール部材１５５とシール表面１５１との間の位置で適
切にシールされ、ギャップ１８３が適切に配置されることを意味する。
【０１１２】
　キャップ１０５は、次に、取り付けられる。ハウジングの頂部（カバー）からハウジン
グを回転して割り出す配置（およびフィルタカートリッジからキャップを回転して割り出
す配置）は、ガス流路１１５ｙが入口１１５と一直線上に並ぶようにキャップ１０５を確
実に取り付ける。
【０１１３】
　次に、底部からの点検を考える。まず、カップ（底部カバー）１０３をハウジング本体
１０２から分離する。フィルタカートリッジ１３０を取り除く。新しいかまたは洗浄され
たフィルタカートリッジ１３０を取り付ける。フィルタカートリッジ１３０を、ハウジン
グ本体１０２の内部に押し上げるか、または、フィルタカートリッジ１３０をカップ（底
部カバー）１０３に係合し、次に、フィルタカートリッジ１３０とカップ（底部カバー）
１０３の組み合わせをハウジング本体１０２に取り付ける。
【０１１４】
　最初に、カップ（底部カバー）１０３が再設置される前に、フィルタカートリッジ１３
０をハウジング本体１０２に押し上げる工程について考える。フィルタカートリッジ１３
０は、第１端部ピース１４０がまずハウジング本体１０２に挿入された状態で取り付けら
れる。フィルタカートリッジ１３０を上向きに押すと、フィルタカートリッジ１３０は回
転して突起構成物１９０ｐが受容部構成物２９９中に収容されるのを可能にする。このこ
とは、再び、フィルタカートリッジ１３０が、ハウジング本体１０２上のシール表面１５
１とギャップ１８３が適切に配置された状態で、フィルタカートリッジ１３０上のシール
構成物１５５の係合のために、１つの適切で操作可能な回転であることを確実にする。次
に、フィルタカートリッジとガイドを回転して割り出す配置が、カップの適切な位置を容
易にし、最終的に、フィルタカートリッジから底部カバーを回転して割り出す配置を適切
に配置する状態で、カップ（底部カバー）１０３が設置される。
【０１１５】
　ハウジングの底部とハウジング本体を回転して割り出す配置は、また、適切な回転方向
の配向を確実にし、さらに、カップ（底部カバー）１０３が、頂部からフィルタカートリ
ッジ１３０の挿入のための適切な位置にあることをさらに確実にする。
【０１１６】
　次に、一般的な用語で、ハウジングの頂部カバーからハウジング本体、および、ハウジ
ングの底部からハウジング本体を回転して割り出す配置は、取り付けのとき、カップ（ま
たは、底部カバー）と頂部カバーのそれぞれが適切に配置され、対向する端部からの点検
を確実に可能にする。また、各割り出す配置は、フィルタカートリッジがそこで割り出さ
れるとき、頂部または底部からハウジングを閉じるために適切に配置されることを確実に
する。回転して割り出す配置は、ガス流路が互いに適切に配向されることをさらに確実に
する。
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【０１１７】
　底部から行う代替の点検では、フィルタカートリッジ１３０が最初にカップ（底部カバ
ー）１０３に取り付けられ、フィルタカートリッジ１３０上の突起物（第１部材）１９６
とカップ（底部カバー）１０３上の受容部２５０を含む回転して割り出す配置は、フィル
タカートリッジ１３０とカップ１０２が適切な回転位置であることを確実にする。
【０１１８】
　以下で説明するように、ロックリング３５０は、ロックリング１０４またはロックリン
グ１０６として使用されるように構成され、配置されるハウジング部材（頂部１０５か底
部１０３）の周囲を独立に回転することができる。これは、単一の選択された操作可能な
回転方向の配向から頂部１０５または底部１０３を回転する必要無しに、ねじ山の係合に
よる安全な閉鎖を可能にする。
【０１１９】
　ここで図２４～２６に注目する。図２４～２６では、図示されたロックリング３５０は
、ロックリング１０４、１０６のどちらかまたは両方として使用可能である。頂部からの
平面図を示す図２４を参照する。ロックリング３５０は、外側の周囲部３５１と内側開口
部３５２とを持つ。開口部３５２は、頂部１０５の一部の外側周囲部かまたは底部１０３
の一部の外側周囲部に適合する大きさに作られている。これは、ロックリング３５０が頂
部１０５（または、底部１０３）で割り出された方向を保持しながら回転することを可能
する。
【０１２０】
　側面図を示す図２５を参照する。間隔をあけて配置されているリブ３５５は、強度を提
供し、グリップを容易にする。
【０１２１】
　図２６を参照すると、底面図が図示されている。
【０１２２】
　さまざまな特別の特徴と特徴の組合せとが図示され、記載されていることが注目される
。構成物は、本開示に基づく何らかの利益を得るために、本明細書に特徴付けられる特徴
の全てを含む必要はない。
【０１２３】
　III．例示の寸法、使用できる物質
　Ａ．例示の寸法
　図６～２６に、例示のシステムに対するいくつかの例示の寸法を示す。もちろん、例示
の寸法からの変更は、本明細書に記載された構成物の代替の応用の展開において可能であ
る。図示した例示の構成物１００の寸法は、以下の通りである。図６では、ＡＡ＝２５.
４ｍｍ、ＡＢ＝１８５ｍｍ、ＡＣ＝２７６.３ｍｍ，ＡＤ＝２２８.５，ＡＥ＝１３.３ｍ
ｍ、図１２では、ＢＡ＝２４１ｍｍ、ＢＤ＝１８３.７ｍｍ、ＢＣ＝１８４ｍｍ、図１３
では、ＣＡ＝１０１.５ｍｍ、図１４では、ＤＢ＝４７.９ｍｍ、ＤＡ＝１.９ｍｍ直径、
図１５では、ＥＡ＝１１９.１ｍｍ、ＥＢ＝２５.４ｍｍ、ＥＣ＝１５９.２ｍｍ、ＥＤ＝
１４０.９ｍｍ、図１６では、ＦＡ＝１０１.６ｍｍ、図１７では、ＧＡ＝１２４.１ｍｍ
、ＧＢ＝４４ｍｍ、ＧＣ＝１８２ｍｍ、ＧＤ＝５３.５ｍｍ、図１８では、ＨＡ＝１１１.
７ｍｍ、ＨＢ＝９１.８ｍｍ、ＨＣ＝１３.３ｍｍ、図１９では、ＩＡ＝１１８.４ｍｍ、
図２０では、ＪＡ＝１１５ｍｍ、ＪＢ＝１１０ｍｍ、ＪＣ＝５ｍｍ、ＪＤ＝４.８ｍｍ、
ＪＥ＝３０.６ｍｍ、ＪＦ＝１１９ｍｍ、図２１では、ＫＡ＝１２０.４ｍｍ、図２４では
、ＬＡ＝１３６.８ｍｍ、図２５では、ＭＡ＝１１.６ｍｍ、ＭＢ＝２.３ｍｍ、図２６で
は、ＮＡ＝１１０.５ｍｍである。
【０１２４】
　通常の構成物では、突起物（上側フランジ）１８０（図１０）は、媒体１３５の上側端
部１３５ｕから上向きにレール１８０ｒまでに少なくとも３０ｍｍ、通常は少なくとも３
５ｍｍ、普通は７０ｍｍ未満の距離で伸びる。
【０１２５】
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　Ｂ．媒体１３５用の例示物質
　媒体１３５は、一般に、２００７年５月１０日に公開された国際特許出願第２００７/
０５３４１１号、２００６年８月１０日に公開された国際特許出願第２００６/０８４２
８２号、２００５年９月９日に公開された国際特許出願第２００５/０８３２４０号に記
載されたものと一致し得る、それぞれは、引用によりその全体が本明細書中に合体される
が、変更は可能である。そのような媒体は、繊維状であり、良い合体性と脱液性の特性と
、良いガス流れとろ過特性を有する。以前に特別されたSpiracle ＸＰ媒体は、使用する
ことができる。
【０１２６】
　IV．更なる例示の実施例、図２７－７４
　図２７の参照番号５００に、一般に、概略的な斜視図で別の例示のクランクケース用フ
ィルタアセンブリを示す。図２７を参照すると、フィルタアセンブリ５００は、ハウジン
グ５０１を含む。ハウジング５０１は、ハウジング本体または中央本体部５０２と、底部
カバー５０３と、本例では、ロックリング５０４によって適所に固定されたカップ５０３
ｃを含む底部カバー５０３と、ハウジングの頂部またはキャップ５０５と、本例では、ロ
ックリング５０６によって適所に固定されたハウジングの頂部またはキャップ５０５とを
含む。ロックリング５０４、５０６は、互いに同じであり得る。
【０１２７】
　ここで、図２７を参照すると、ハウジングの中央本体部５０２は、上側領域５１１と下
側領域５１２とを持つ側壁５１０を含む。一般に、ハウジング５０１は、ガス流入口構成
物５１５とガス流出口構成物５１６とを含む。図示された特別の例示のフィルタアセンブ
リ５００において、ガス流入口構成物５１５は、ハウジングの中央本体部５０２に配置さ
れ、ガス流出口構成物５１６は、底部カバー５０３に配置される。
【０１２８】
　図２７の図示されたフィルタアセンブリ５００は、キャップ５０５が底部カバー５０３
の上方に配向された状態で、それが通常使用されるように配向されて（分解されているこ
とを除いて）図示されている。本明細書では、「頂部（tｏp）」、「底部（ｂｏttｏm）
」、「上方（ａｂｏｖe）」、「下方（ｂelｏw）」、「上側（uppeｒ）」、「下側（lｏw
eｒ）」および配向の類似する用語は、使用時の通常の配向、すなわち、一般的な図２７
の配向（しかし図２７に示されるように分解されていない）において、特徴付けられたフ
ィルタアセンブリ５００およびそのコンポーネントについて言うことを意味する。
【０１２９】
　図２８に、フィルタアセンブリ５００の頂部からの平面図を、分解図でなく示す。図示
した例示のフィルタアセンブリ５００では、入口構成物５１５と出口構成物５１６が、一
般に、同じ方向で中央軸５０７から外側に離れる方向に、すなわち、図２８の左の方向に
向かって一般的に配置されている。代替の係合は、以下に説明されるように可能である。
【０１３０】
　さらに、図２８を参照すると、入口構成物５１５は、一般に、接線方向の入口である、
すなわち、中央軸５０７に向かう方向ではなく、むしろハウジングの中央本体部５０２の
内部に接する方向に配向している。
【０１３１】
　ここで、図２８の線２９－２９に沿って一般的に得られる概略的な断面図である図２９
を参照する。
【０１３２】
　図２９を参照すると、図示した断面図には、軸５０７は、図示したように、ハウジング
の中央本体部５０２のほぼ半径方向の中央を通って、キャップ５０５および底部カバー５
０３に伸びている。
【０１３３】
　再び図２９のハウジングの中央本体部５０２を参照すると、（上部）端部５１１は、開
口部５２１を画定する上側のリムまたは先端部５２０を含んでいる。上側の開いた端部５
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２０（すなわち、開口部５２１）は、以下で説明されるように、内部的に配置されたクラ
ンクケース換気用フィルタカートリッジ５３０を通る点検通路として十分に大きい。
【０１３４】
　上側端部５２０は、ロックリング５０６によって適所に固定されたキャップ５０５によ
って閉じられている。ロックリング５０６と端部５１１とのねじ山による係合は、図示さ
れるように、ねじ山５１１ｔ（端部５１１に）とねじ山５０６ｔ（ロックリング５０６）
を含む。
【０１３５】
　下側領域５１２は、フィルタカートリッジ５３０を通る点検通路を可能にするために、
十分大きい開口部５２５を画定する端部５２４を含んでいる。開口部５２５は、示された
例では、ロックリング５０４によって適所に固定される底部カバー５０３によって閉じら
れる。図示された特別の例において、ねじ山の係合は、ねじ山５１２ｔを（端部５１２上
に）係合するねじ山５０４t（ロックリング５０４上）を含んで提供される。
【０１３６】
　上記記載と図２９の参照して理解できる特徴から、ハウジングの中央本体部５０２は、
前に説明された例のように、頂部５１１と底部端部５１２のどちらかまたは両方から、内
部に収容したフィルタカートリッジ５３０への点検アクセスが可能となるように構成され
ていることを理解できる。
【０１３７】
　底部カバー５０３は、捕集した液体（通常は油）の排出のために、低い液体排出部５２
８を含む。これは前に記載したフィルタアセンブリと類似している。
【０１３８】
　一般に、ハウジング５０１は、取り外し可能で取替え可能な（点検可能な）フィルタカ
ートリッジ５３０を操作可能に収容する内部５０１ｉを画定する（「操作可能に」収容す
ることによって、フィルタカートリッジ５３０が使用のために適切に配置されることを意
味する）。フィルタカートリッジ５３０は、前に記載した例のような点検コンポーネント
である。フィルタカートリッジ５３０は、頂部５０５を取り外しフィルタカートリッジ５
３０を開口部５２１を通って通過させることによって、または、底部カバー５０３を取り
外した後に、開口部５２５を通ってフィルタカートリッジ５３０を取り外すことによって
、内部５０１から取り除くことができる（取り付けは、逆のプロセスであり得る）。
【０１３９】
　また、図２９を参照すると、クランクケース換気用フィルタカートリッジ５３０は、媒
体支持体５３６に支持された媒体５３５を一般的に含む。図示した例では、媒体支持体５
３６は、（第１）の上側端部部材５４０と対向する（第２）の下側端部部材５４１との間
に伸びている、浸透性の管状フィルタ支持体または中央コア部材５３９を含む。媒体５３
５は、一般に、第１端部部材５４０と第２端部部材５４１の間の位置で中央コア部材５３
９の周囲に巻きつけられ、開いているフィルタ内部５４５を画定する。中心コア部材５３
９は、通常は浸透性であり、そこを通るガス流を可能にする。浸透性は、開口部５３９ａ
によって提供される。媒体は、一般に円形の外側周囲部を通常は画定するが、代替手段は
可能である。
【０１４０】
　一般的な用語で、媒体５３５は、第１の上側端部５３５ｕと対抗する第２の下側端部５
３５ｌを持つものとして特徴付けることができる。上側端部５３５ｕは、上側端部部材５
４０と隣接しかつ上側端部部材５４０と重なっており、下側端部５３５１は、下側端部部
材５４１と隣接しかつ下側端部部材５４１と重なっている。したがって、上側端部部材５
４０と下側端部部材５４１は、対向する第１および第２端部部材である。
【０１４１】
　また図２９を参照すると、上側端部部材５４０は、開いている端部部材であり、開いて
いるフィルタ内部５４５とガス流連結する中央開口部５４５ａを含むことが注目される。
閉じたリップ５４５ｂは、中央開口部５４５ａから下向きに係属している。さらに、開い
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ている管状部５３９は、管状部５３９に沿って長手方向に間隔をあけて配置されている補
強用リブ５３９ｒを含む。
【０１４２】
　一方、以下に詳細に記載するように、下側端部部材５４１は、閉じた端部部材であり、
ガス流はそこを通って内部５４５に直接流れることができず（媒体５３５を通過しない）
、また内部から下側端部部材５４１を通ることもできない。
【０１４３】
　図２９を参照すると、動作は、一般に、以下の通りであり、クランクケース換気用ガス
（または、エンジン吹き抜けガス）は、一般的な矢印５４９の方向に、空気流れ入口構成
物１１５を通ってフィルタアセンブリ５００中に導かれる。次に、ガスは、フィルタカー
トリッジ５３０の上方のハウジング５０１の上側の入口領域５１１ｘ中に導かれる。ガス
は、下向きに開口部５４５ａを通ってコアまたは支持体部材５３９によって囲まれた内部
５４５に入る。次に、ガスは、開口部５３９ａを通過して媒体５３５に入る。媒体５３５
中では、ガス中に含まれる液体粒子は、合体する。また、固体粒子は、媒体５３５中で捕
集される。媒体５３５によってろ過されたガスは、一般に、空気流れ環部５０１ａに導か
れる。空気流れ環部５０１ａは、媒体５３５を取り囲こみ、本体５０２の側壁５１０とハ
ウジングの底部カバー５０３の側壁５０３ｓを含む。次に、ガスは出口構成物５１６を通
過し、フィルタアセンブリ５００から外側に矢印５５０の一般的な方向へ出る。（この構
成は、出口構成物５１６の特別な位置以外は、前に記載されたフィルタアセンブリの動作
に類似している。）「閉鎖系」クランクケース換気システムでは、ガスは、次に、例えば
、エンジンの燃焼空気取入口フィルタアセンブリに導くことができる。「開放系」システ
ムでは、ろ過されたガスは大気に排気することができる。
【０１４４】
　媒体５３５中で合体した液体は、一般的に下向きに、最終的に、底部カバー５０３の下
側の中央体積部５６５に、そしてフィルタアセンブリ５００から低い排液部５２８を通っ
て外側に排液される（これもまた前に記載したフィルタアセンブリの動作に類似している
）。
【０１４５】
　　フィルタアセンブリ５００を取り付けた装置は、頂部からフィルタアセンブリ５００
を点検するように構成することができる。そのような点検は、一般に、以下の通りである
。ロックリング５０６を上側端部５２０から係合が外れるまで回転する。次に、ロックリ
ング５０６とキャップ５０５を取り除いて、開口部５２１を露出する。次に、点検プロバ
イダーは取り外しのためにフィルタカートリッジ５３０にアクセスする。新しいフィルタ
カートリッジを逆の操作で取り付ける。この頂部点検は、入口構成物５１５、出口構成物
５１６、または底部排液５２８に固定された配管の取り外しを必要としないことが注目さ
れる。
【０１４６】
　クランクケース換気用フィルタアセンブリ５００を取り付けた装置が、底部を点検する
ように構成されている場合に点検は、以下の通りである。端部５１２から底部カバー５０
３とロックリング５０４を分離するために、ロックリング５０４を十分に回転する。次に
、底部開口部５２５を通ってフィルタカートリッジ５３０を取り除く。続く点検では、通
常は、新しいフィルタカートリッジ５３０を底部カバー５０３と係合し、次に、ロックリ
ング５０４で底部カバー５０３を端部５１２に取り付けることによってハウジング５０１
を組み立てる。あるいはまた、フィルタカートリッジ５３０を中央本体部５０２に取り付
け、次に、底部カバー５０３を取り付けることができる。
【０１４７】
　記載された底部からの点検操作が出口構成物１１６あるいは排液部５２８から配管の取
り外しを必要とするか否かは、配管の柔軟性とシステムの幾何学形状によって決定される
。ハウジングの中央本体部５０２から底部カバー５０３を通常分離する場合、配管が可撓
性の場合、配管の取り外しなしで実施することができることが予期される。
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【０１４８】
　フィルタアセンブリ５００は、中央本体部５０２の取り付けバンドあるいはブラケット
によって、使用する装置に取り付けできることが注目される。例えば、本明細書の前の例
で記載されたブラケットと類似するブラケットを使用することができるが、代替手段は可
能である。通常は、取り付けバンドあるいはブラケットは、頂部あるいは底部からの通常
の点検操作の間に、緩められるか、または外される必要がないように構成されて配置され
ている。
【０１４９】
　また図２９を参照すると、入口構成物５１５および上側のろ過されていないガス領域５
１１ｘを、清浄な空気流れ環部５０１ａおよび出口構成物５１６から分離して、ろ過され
ていないガスが入口構成物５１５に入り、出口構成物５１６から出ることを禁じることは
必要であり、好ましいことである。これは、一般に、フィルタカートリッジ５３０上に取
り付けられたハウジングシール構成物によって提供される。図２９では、ハウジングシー
ル構成物は、一般に、５５０で示される。ハウジングシール構成物５５０は、一般に、ハ
ウジング５０１中のハウジングシール表面５５１をシールするハウジングシール部材５５
５を含む。図示された特別のハウジングシール表面５５１は、ハウジングの中央本体部５
０２の内部に下向きに向けられたフランジを含む。
【０１５０】
　図示された特別の例示のシール構成物において、ハウジングシール部材５５５は、外側
に向けられた半径方向シール、すなわち、一般に中心軸５０７の垂直方向に対してシール
力を持つシールを形成するように構成されている。代替手段は可能である。図示された特
別のハウジングシール部材５５５は、Ｏ－リング５５５ａとして示されるが、代替手段は
可能である。以下の更なる記載から理解できるように、図示されたハウジングシール部材
５３５によって画定される特別な外側周囲部は、非円形であり、通常は楕円である。円形
画定部を含む代替手段は可能である。しかしながら、楕円状形状は、フィルタカートリッ
ジ５３０とハウジングの中央本体部５０２の間の２つの可能な回転方向の配向のみを可能
にし、その結果、フィルタカートリッジからハウジング本体（または、ハウジング本体か
らフィルタカートリッジ）への回転方向の割り出す配置として作用するので有利である（
また、シール部材が配置されているフィルタカートリッジ部の周囲部もまた通常は非円形
、例えば、楕円であることが注目される）。
【０１５１】
　図２９に示す特別な例示のフィルタカートリッジ５３０は、図６の構成物のようなそれ
に鋭角で傾いた平面とは対照的に、一般に中心軸５０７と直交する平面に配置されたシー
ル部材５５５を含むことが注目される。もちろん、図６のような傾斜を含む代替手段は可
能である。しかしながら、直交配置は、以下に記載する追加の特徴に対して有利である。
【０１５２】
　図２９に示すいくつかの例示の寸法は、ＡＡ＝３１.８ｍｍ、ＡＢ＝１１.９ｍｍ、ＡＣ
＝６.７ｍｍ、ＡＤ＝１８５ｍｍ、ＡＥ＝１.９ｍｍ、ＡＦ＝３１.８ｍｍ、ＡＧ＝２８．
４ｍｍ、ＡＨ＝１２.７ｍｍである。
【０１５３】
　ここで、図２９の断面図に一般に垂直に得られる断面図である図３０に注目する。図３
０は、図２８の線３０－３０に沿って一般に得られものである。前に特徴付けられた例示
の特徴を同一番号で示す。図３０のハウジングの中央ライン軸５０７は、図２９と異なっ
て一般に、フィルタカートリッジ５３０とハウジング５０１の両方に対して中心に配置さ
れていることが注目される。図２９では、ハウジングの中央軸５０７は、フィルタカート
リッジ５３０の媒体５３５の中央ラインからずれている。これは、一般的に媒体５３５が
円形断面形状であるので、シール部材５５５の楕円形形状と楕円形状シール５５０の中心
に対してフィルタカートリッジ５３０に対する媒体のずれた位置と協働するためである。
【０１５４】
　また図３０を参照すると、頂部カバー５０５の一部と端部５１１との間をシールするた
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めに配置されたＯ－リング５６６が見える。また、底部カバー５０３と端部５１２の部分
との間をシールするために配置されたＯ－リング５６７が見える。
【０１５５】
　ハウジングの中央本体部５０２の外側リブ５０２ｒは強度を提供する。
【０１５６】
　図３０では、例示の寸法は、ＢＡ＝２５３.８ｍｍである。
【０１５７】
　ここで、図３１を注目する。図３１は、フィルタアセンブリ５００の分解斜視図である
。特に、フィルタカートリッジ５３０の底部端部ピース、部材または閉鎖部５４１に注目
する。底部端部ピースまたは部材５４１は、媒体５３５の下側端部５３５１で開いている
内部５４５を閉じる中央閉鎖部材５６８を含む。中央閉鎖部材５６８は、その中に受容部
部材５６９を含む。受容部部材５６９は、領域５４５の内部に突き出ていて、開いた内部
５４５から受容部部材５６８の反対側上に収容体積部５７０を画定する。受容部部材５６
９は、一般に、媒体５３５の内部方向に少なくとも５％の距離、通常は、少なくとも１０
％（しばしば、１０～３０％の範囲内）の距離で、媒体５３５の端部５３５ｌから媒体５
３５の端部５３５ｕに向かう方向に突き出ている。
【０１５８】
　一般に、受容部部材５６９は、その中に突起物、ハウジングの底部カバー５０３のガイ
ド部材のための収容体積部５７０を画定する。
【０１５９】
　また図３１を参照すると、ハウジングの底部カバー５０３は、側壁５０３ｓと底部５７
３を含む。底部排液部５２８は、底部５７３を通って伸びており、排液管５２８ｔを含む
。
【０１６０】
　底部５７３は、そこから上向きに突き出ているガイド部材５７５を含む。ガイド部材５
７５は、図３１のフィルタカートリッジ５３０が底部カバー５０３中に下ろされるとき、
その上方に配置された収容体積部５７０を収容する大きさと形状に形成されている。次に
、フィルタカートリッジ５３０を取り付けるとき、ガイド部材５７５と受容部部材５６９
は、フィルタカートリッジから底部カバーまたは底部カバーからフィルタカートリッジガ
イド部材構成物として動作し、フィルタカートリッジ５３０が底部カバーに対して適切な
配向で下向きに滑走する（または、底部カバー５０３が上向きにフィルタカートリッジ５
３０中に移動する）のを補助する。
【０１６１】
　戻ってまた図２９を参照すると、受容部部材５６９は、フィルタカートリッジ５３０中
で、コア（支持体）部材５３９と媒体５３５の中心線５３０ｘからずれて配置されること
が注目される。受容部部材５６９の偏心（同心円でない）配置は、有利な結果を提供する
。これは、一般に、フィルタカートリッジ５３０が、底部カバー５０３と係合することが
できる唯一の回転位置を持つことを確実にし、受容部部材５６９と突起物が排液５２８を
妨害するのを確実にすることに関係する。図２９に示すようなガイド部材５７５は、また
底部カバー５０３に対する中央ライン５０７と、媒体５３５に対する中央ライン５３０ｘ
のいずれに対しても偏心位置に配置される。
【０１６２】
　また、図２９を参照すると、空気流れ環部５０１ａ中に配置され、底部カバー５０３で
ハウジング５０１中の媒体５３５を部分的に取り囲み、底部５７３から上方向に突き出て
いるシールド部材５８０が配置されていることが注目される。シールド部材５８０は、媒
体５３５を直接取り囲む領域から出口構成物５１６を分離するために配置されている。ギ
ャップ５８１（シールド部材５８０と側壁５０３ｓとの間に供給される場合）は、多くの
有益な結果をもたらす。すなわち、出口構成物５１６から排液部５２８に油の廃液を分離
するのを補助し、出口ガス流が出口５１６方向へ流れるのを補助し、ハウジング５０１の
内面上に捕集した（凝縮した）湿気を排液開口部５２８よりも出口５１６に排出するのを
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確実にするのを補助する。
【０１６３】
　ここで、図３２を参照する。図３２は、図３１に類似する一般的な斜視図であるが、分
解組立図で無い点が異なる。ここで、入口構成物５１５と出口構成物５１６の相対的な配
向に特に注目する。入口構成物５１５と出口構成物５１６は、一般的に同じ方向、すなわ
ち、ハウジング５０１の残りの部分に対して左の方向に出ていることが注目される。
【０１６４】
　図３３に、フィルタアセンブリ５００の代替のコンポーネントの相対的な配向を示す。
特に、図３３は、図３２に類似する図であり、ハウジングの中央本体部５０２は、同じ回
転位置で示される。しかしながら、底部カバー５０３と内側に収容されたフィルタカート
リッジ５３０は、図３２の位置に対して１８０°回転している。これは、入口構成物５１
５と出口構成物５１６が、一般に、反対方向に配置されることを可能にする。フィルタア
センブリ５００の利点は、図３２と図３３とを比較して上記説明した作用を可能にするた
めに、底部カバー５０３が２つの別々の配置でのみハウジング本体５０２上に配置される
ように割出をつけられることである。フィルタカートリッジ５３０は、フィルタカートリ
ッジ５３０が２つの配置のいずれかの配置で適所にシールされるように構成されている。
フィルタカートリッジ５３０は、一つだけの回転位置でのみ底部カバー５０３と係合可能
であるように構成されている。図３２のフィルタアセンブリ５００と、図３３のフィルタ
アセンブリ５００の差は、底部カバー５０３とフィルタカートリッジ５３０が図３３の回
転位置であるとき、図３３の頂部カバー５０５ａは、フィルタカートリッジ５３０とハウ
ジング本体５０２との所望の係合を提供するような変更された頂部カバーであることであ
る（もちろん、底部カバー５０３と中央本体部５０２の間の割り出しの配置は、２つ以上
（例えば、３つまたは４つの）の回転位置を可能にするように変更することができる）。
【０１６５】
　言い換えると、図示された例示の実施例において、図３２と図３３の２つの配向のそれ
ぞれの配置に、１つの与えられた完全なフィルタアセンブリ５００を配向することができ
ない。１つの与えられた完全なフィルタアセンブリは、１つの配置にだけ配置することが
できる。しかしながら、単に、カバー５０５/５０５ａを取り替えて、同じロックリング
５０４、ロックリング５０６、ハウジング本体５０２、底部カバー５０３、およびフィル
タカートリッジ５３０を使用することによって、２つの配置を達成することができる。２
つの可能な配置の利点は、フィルタアセンブリが最小のアセンブリパーツ（カバー５０５
/５０５ａ）の変更で、さまざまな異なる装置配管の配置で使用するように製造すること
ができることである。
【０１６６】
　ここで、ハウジング本体（ハウジングの中央本体部）５０２の特徴が見える図３４～図
３６を注目する。最初に図３４を参照すると、ハウジングの中央本体部５０２が側面図で
示されている。また、ハウジングの中央本体部５０２は、上側の端部領域５１１と下側の
端部領域５１２を持つ側壁５１０を含む。図３４では、側壁（ハウジングの中央本体部）
５０２は、上側領域５１１に隣接する斜面領域５８５を示す。斜面領域５８５は、図３４
でわかるように、入口構成物５１５から上向きに伸びている、内部に配置された空気流れ
斜面の側壁の特徴を示している。これは、以下で説明するように、図３５を参照してより
理解される。
【０１６７】
　また図３４を参照すると、例示の寸法は、ＣＡ＝１１４.６ｍｍ、ＣＢ＝１４２ｍｍ、
ＣＣ＝６７.４ｍｍである。
【０１６８】
　ここで、ハウジングの中央本体部５０２の頂部からの平面図に注目する。入口構成物５
１５を見ることができる。また、中心軸５０７の断面ポイントを図３５の５０７で示す（
すなわち、中心軸５０７は、図３５で観察者に向かう方向に示される）。図３５を参照す
ると、斜面５８５の内面５８５ｓが見える。表面（斜面領域）５８５は、入口構成物５１
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５との係合から中心軸５０７の周囲にほぼ５８６で示される頂部領域まで螺旋状に上向き
に伸びている。螺旋状の上向方向に（カーブした）斜面表面５８３ｘは、使用の間、ガス
流を円形パターンでかつ図３２のフィルタカートリッジ５３０の選択された部分の上方位
置まで上向きに入口構成物５１５に導くのを補助する。
【０１６９】
　また図３５を参照すると、入口構成物５１５は、ほぼ５１５ｘ（前に記載されたように
、ハウジング本体５０２の内部画定部に対して一般に接する方向である）で空気流れのラ
インが画定されることが注目される。したがって、線５１５ｘは、中心軸５０７に向かう
方向ではなく、一般に、ハウジングの中央本体部５０２の内部画定部に対して接線方向に
向かう。
【０１７０】
　前に説明された図３４は、図３５の矢印Ｚに示されているように、入口構成物５１５に
ほぼ反対側のハウジングの中央本体部５０２の側部に向かう方向に一般的に向かう方向で
あることが注目される。
【０１７１】
　図３５の例示の寸法は、ＤＡ＝８１.２ｍｍ、ＤＢ＝７４ｍｍである。
【０１７２】
　ここで、図３６を注目する。図３６は、図３５の線３６－３６に沿って一般的に得られ
る断面図である。図３６では、特に内部表面５０２ｉに注目する。対向する側部５９１、
５９２の間に画定される突起物部材５９０は、内面５０２ｉで領域５１２に隣接する内部
表面５１２ｓに配置される。突起物部材５９０は、取り付けられるとき、底部カバー５０
３の回転位置のための割り出し部材を画定する。ハウジングの中央本体部５０２は、通常
は、少なくとも２つの、間隔を空けて配置される突起物部材５９０に対応する突起物部材
を含むことが注目される。突起物部材は、互いに、中心軸５０７の周りに約１８０°の角
度で配置されている。もちろん、代替の割り出し部材（および多数の部材）は可能である
。一般的な用語で、突起物部材５９０は、ハウジング本体と底部カバーを回転して割り出
す配置の部材を含む。図示した特別の例示の回転して割り出す配置は、少なくとも１つ（
および図示した特別の例では少なくとも２つ、実際は２つ）の可能な回転の配列位置を有
する、例示では、２つが１８０°離れて配置されている。
【０１７３】
　図３６で、いくつかの例示の寸法は、ＥＡ＝３１.８ｍｍ、ＥＢ＝１１３.８ｍｍ、ＥＣ
＝６２.７ｍｍである。
【０１７４】
　ここで、図３５に戻って、特に、受容部５９５を参照する。受容部５９５は、上側端部
５１１のフランジ５９６と内面部５１１ｓの間に画定されるギャップを含む。ギャップ５
９５は、閉じた底部を持つ。受容部５９５の一部は、図３６の断面図に見える。図３５を
参照すると、受容部５９５は、組み立てられた場合に、その中に突き出るカバー部材ある
いは頂部カバー５０５の一部を収容するように構成されている。次に、受容部５９５は、
特別に選択された回転位置で回転してカバー５０５を割り出すように動作する。以下の説
明から理解されるように、図示された特別のフィルタアセンブリは、カバー部材５０５は
、一つの選択された回転位置だけでハウジングの中央本体部５０２と係合することができ
るように構成されている。したがって、受容部５９５は、頂部カバーとハウジング本体を
回転して割り出す配置の部材であり、かつ１つだけ回転して割り出す位置を持つ部材とし
て動作する。
【０１７５】
　一般に、図３５の受容部５９５は、端部５９５ｘ、５９５ｙの間の延長部分で弓状であ
り、中央のくぼみ部５９５ｚを含む。図３５で、端部５９５ｘ、５９５ｙの間に伸びてい
る受容部５９５の弓状延長部は、一般に、斜面表面５８５ｓによって占有されていない中
心軸５０７の周囲の弓状の一部を覆っている。通常は、ギャップ５９５の弓状延長部分は
、少なくとも１６０°の角度であり、通常は少なくとも１７０°の角度であり、しばしば
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約１７０°～１８５°の角度であるが、代替手段は可能である。
【０１７６】
　ここで図３６を参照すると、フランジ５５１（フィルタカートリッジをシールする表面
を画定する）は、断面図で示され、表面５９６に隣接する領域と斜面５８５に隣接す部分
から下向きに伸びている。シール表面（フランジ）５５１は、ハウジングシール構成物５
５０に対する表面である。ハウジングシール構成物５５０は、取り付けられるとき、フィ
ルタカートリッジ５３０のシール部材５５５を含む。図３５を参照すると、表面５５１は
、一般に楕円形状５９７を画定し、長軸は、一般に、５５１ｘで示され、短軸は、一般に
、５５１ｙで示される。表面５５１は円形に近いが、画定可能な楕円形状であることが観
察される。また図３５を参照すると、表面５５１の形状は楕円形であるので、短軸５５１
ｙは、中心軸５０７に対応する中心５５１ｚで長軸５５１ｘを二等分するように設定する
ことができる。媒体に対する長手方向の中心線は、通常は、偏心（同心円上になく）配置
され、楕円中心５０７に対して直交して伸びていることが注目される。しかしながら、通
常は、媒体中心ラインは、長軸５５１ｘと交差する。
【０１７７】
　ここで、図３７～４１を注目すると、様々な底部カバー５０３の図が記載されている。
最初に、図３７の側面図を参照する。底部カバー５０３は、側壁５０３ｓと、底部排液部
５２８を持つ底部５７３と、を持つものとして理解される。また出口構成物５１６は、ハ
ウジングの底部５０３に図示されている。側壁５０３ｓは、上向き方向のフランジ構成物
５９９が上向きに伸びている上側端部領域５９８を有する。上側端部領域５９８は、図２
９に示すＯ－リング５６７用の受容部とロックリング５０４による係合のために、１組の
リング部材６００ａ、６００ｂを含んでいる。フランジ構成物５９９は、その中にギャッ
プ構成物６０１を含む。一般に、フランジ構成物５９９は、中央ハウジング本体部５０２
の図３６の端部領域５１２内に収容されるような大きさに作られ、ギャップ構成物６０１
は、中央ハウジング本体部５０２の突起構成物５９０をその中に収容するような大きさに
作られている。特に、フランジ構成物５９９は、唯一の空間がギャップ構成物６０１によ
って提供される状態で、側壁５０３ｓの中心軸の周囲の周囲部に伸びている。図示された
特別のハウジングの中央本体部５０３は、ギャップ構成物６０１が、２つの１８０°の角
度で間隔をあけて配置されているギャップ６０２を含むように構成されており、各ギャッ
プ構成物は、突起物部材５９０の１つに係合する大きさに作られている。
【０１７８】
　また図３７を参照すると、ハウジング側壁（ハウジングの中央本体部）５０３は、出口
構成物５１６に対して一般的に１８０°の角度で対抗して配置されている半径方向内側の
くぼみ部６０４を含むことが注目される。これは、図２９のロックリング５０４が側壁５
０３ｓの周囲に配置されることを可能にする。特に、ロックリング５０４は、上向きの動
きでリング６００ｂを飛び越すことができないような十分に小さい内径を有する。したが
って、ロックリング５０４は、底部５７３の上方に伸びることによって、側壁５０３ｓの
周りに配置されなければならない。ロックリング５０４は、出口構成物５１６を飛び越す
ために横方向に動かなければならない、そして、くぼみ部６０４はこれを可能する。
【０１７９】
　ここで図３７の線３８－３８に沿って得られる断面図である図３８を参照する。図３８
を参照すると、多くの特徴が見られる。まず、底部５７３の内面５７３ｉ、特に、排液出
口５２８を注目する。また、フランジ５８０が見える。フランジ５８０は、約１８０°の
角度で半径方向に弓状で伸びており、底部出口構成物５１６から反対方向に、底部カバー
５０３の内部５０３ｉの一部の周囲に半径方向に伸びているギャップ５８１を生成する。
【０１８０】
　また、ガイド部材５７５を通って得られる断面図である図３８を参照する。ガイド部材
５７５は、非円形断面を持つことが理解できる。例示の受容部部材（ガイド部材）５７５
の図示された特別の断面は、対称的な野球場の形状にほとんど類似の形状を有する断面で
あり、すなわち、第１側部は、互いにほぼ直角の角度で頂点５７５ｃから伸びている第１
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と第２の相対的に真っ直ぐな側部５３５ａ、５３５ｂと、対向する半円の側部５７５ｄと
、を有する。以下の更なる説明から理解されるように、一般に、底部５７３から上向きの
延長部分において、ガイド部材５７５は、比較的一定な断面形状を維持するが、下向きに
テーパ状であり、すなわち、形状は、円錐状の変形である。頂部先端は、図３８に見えな
いが、図３９に５７５tで示されように、先端端は欠けている。
【０１８１】
　また図３８を参照すると、フランジ構成物６０５は、底部５７３ｉから上向きに突き出
ているおり、対抗する曲がった側部６０７上の真っ直ぐな側部６０６と比較的まっすぐな
遷移部６０８とが、真っ直ぐな側部６０３と曲がった側部６０７との間で伸びている状態
で、一般にＤ字形状をしている内部周囲画定部を画定する。真っ直ぐな側部６０６は、そ
れを通る中央の排液ギャップ６１０を含み、ギャップ６１０とギャップ６１１は、一般に
、フランジ構成物６０５中に対向して配置されている。ギャップ６１０とギャップ６１１
は、排液ギャップであり、フランジ構成物６０５の外側の表面の液体の一部が、下側の排
液構成物５２８に達してフランジ構成物６０５の内部に排液されるのを可能にする。一般
に、フランジ構成物６０５は、底部カバー５３０に対してフィルタカートリッジの唯一の
回転位置を可能にする、フィルタカートリッジからハウジングの底部（または、ハウジン
グの底部からフィルタカートリッジ）を回転して割り出す配置の部材を含む。
【０１８２】
　一般に、リブ６１３は補強リブである。
【０１８３】
　ここで、底部カバー５０３の頂部からの斜視図である図３９を注目する。図に、ガイド
部材５７５と排液部５２８が見える。また図に、排液ギャップ６１０と排液ギャップ６１
１を持つ、一般にＤ字形状であるフランジ構成物６０５を見ることができる。また、図３
９では、フランジ構成物５９９中に割り出しを提供する対抗するギャップ６０１を点検す
ることができる。リブ６１４は、補強のためにフランジ構成物５９９に提供される。フラ
ンジ構成物５９９が、対向する第１と第２の弓状部材５９９ｘ、５９９ｙを含むことを見
ることができる。前に記載説明された、ギャップ５８１を画定する内部フランジ５８０を
さらに見ることができる。
【０１８４】
　図４０に、底部カバー部材５０３の底面からの斜視図を示す。くぼみ部６０４と側壁５
０３ｓが、すきま（図２９のロックリング５０４の配置に対して前に説明したように）を
可能することがわかる。図４０を参照すると、ガイド部材５７５の中空内部６１６が底部
５７３と交差して見ることができることが注目される。底部カバー５０３が成形したプラ
スチックから通常形成されるので、中空内部６１６は共有する。
【０１８５】
　ここで、底部カバー５０３の断面図である図４１を注目する。前に説明した特徴が見え
る。図４１において、例示の寸法は、ＦＡ＝１０５.４７ｍｍ、ＦＢ＝５．０１ｍｍ、Ｆ
Ｃ＝４.８１ｍｍ、ＦＤ＝１２８.２ｍｍ、ＦＥ＝１０９.７ｍｍ、ＦＦ＝１２.７ｍｍであ
る。
【０１８６】
　図４１において、底部５７３から頂部５７５ｔの延長部分で、側部５７５に対していく
らかテーパ状または傾斜した円錐形状を見ることができることが注目される。断面におい
て、ガイド５７５の周囲画定部は、前に説明したようなものであることが注目される。す
なわち、１つの弓状側部と対向する側部は、２つの真っ直ぐな部分が頂点ら外側方向に伸
びている頂点を持っている。
【０１８７】
　ここで、様々な頂部カバー５０５を示す図４２～５１に注目する。最初に、頂部カバー
５０５の頂部からの平面図である図４２を注目する。図４２から理解されるように、一般
に、頂部カバー５０５は円形である。頂部カバー５０５の側面図を図４３に示す。図４３
は、弓状フランジ６２０に向かう方向である。弓状フランジ６２０は、頂部カバー５０５
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の内側の周囲部に完全に半径方向に伸びていないことが注目される。むしろ、弓状フラン
ジ６２０は、図示された例では約１８０°の角度で弓状の上方に伸びている。
【０１８８】
　図４３を参照すると、頂部カバー５０５は、垂直方向に間隔をあけて配置されている、
周囲の半径方向外側に突き出ている、３つのロックリング６２１、６２２、６２３を含む
。ロックリング６２１、６２２は、その間に図３０のＯ－リング５６６用の溝を画定する
。また、ロックリングは、頂部カバー５０５上でロックリング５０６の通路に対する止め
を提供する。
【０１８９】
　図４３で、例示の寸法は、ＧＡ＝１０５.４７ｍｍ、ＧＢ＝１００.５ｍｍ、ＧＣ＝５．
０１ｍｍ、ＧＤ＝４１.８ｍｍ、ＧＦ＝４．８１ｍｍ、ＧＨ＝１０９．４ｍｍである。
【０１９０】
　図４４に、図４２の線４４－４４に沿って得られる断面図を示す。図に、フランジ６２
０が見える。また、流れ方向部６２７の一部が見える。
【０１９１】
　図４５に、図４２の線４５－４５に沿って一般に得られる断面図を示す。フランジ６２
０は断面で見える。また、流れ方向部６２７の一部が見える。さらに、以下に説明される
回転方向のインタロック突起物６２８が見える。テーパ状フランジ６３０とインタロック
突起物６２８の動作を以下で説明する。
【０１９２】
　図４６に、頂部カバー５０５の底面からの斜視図を示す。約１８０°の角度で弓状に伸
びているフランジ６２０の全体が見える。また、インタロック突起物６２８もまた、フラ
ンジ６３０がテーパ状である場合に、その全体を見ることができる。流れ方向部６２７に
対するテーパ状端部６２７ａだけが見える。フランジ６２０とテーパ状フランジ６３０の
最も深い端部６３０ａとの間の弓状ギャップ６３１が見える。一般に、テーパ状フランジ
６３０は、端部６３０ａと端部６３０ｂとの間の高さで下向きにテーパ状となっているこ
とが注目される。
【０１９３】
　図４７に、頂部カバー６０５の底面図を示す。図にフランジ６２０の弓状延長部分がま
た見える。また、ギャップ６３１の弓状範囲とテーパ状フランジ６３０とともに、流れ方
向部６２７の完全な弓状の範囲が見える。最後に、インタロック突起物６２８が見える。
リブ６３２が補強リブであることが注目される。
【０１９４】
　また図４７を参照すると、インタロック突起物６２８は、弓状であり、頂部カバー６０
５の外側周囲部６０５ｐから内側に間隔をあけて配置されており、頂部カバー６０５の中
央点に対して弓状の曲率を持つことが注目される。また、インタロック突起物６２８は、
約３０～８０°の角度の弓状延長部分を有する。最終的に、弓部（インタロック突起物）
６２８の弓状範囲の少なくとも約１０％の範囲、通常は２０～４０％の範囲であり５０％
を超えない範囲で、ギャップ６３１と半径方向に重なっている。代替手段は可能であるが
、この範囲は、本開示に基づくいくつかの応用において標準的である。
【０１９５】
　図４８～５１に、画定された特徴を点検するために、頂部カバー５０５の様々な底面斜
視図を示す。
【０１９６】
　ここで、戻って図３５を注目する。頂部カバー５０５をハウジングの中央本体部５０２
に取り付けるとき、頂部カバー５０５は、図４６の弓状フランジ６２０を持つ配向が弓状
受容部５９５中に配置される、ただ１つの回転方向でのみ取り付けることができる。フラ
ンジ６２０は、一般に、傾斜面５８５ｓの上方に適合するように大きく作られている。テ
ーパ状フランジ６３０は、表面（傾斜面）５８５ｓの図３５の端部５８６ｘに隣接する端
部６３０ａ（表面（傾斜面）５８５ｓの最も深い領域）と、端部５８６の上方に配置され
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た先端５３０ｂとを持ち、フランジ５８５の上方に配置するような大きさでかつテーパ状
に作られている。
【０１９７】
　流れ方向部６２７は、斜面５８５ｓの端部５８６の上方に隣接して配置され、流れが入
口構成物５１５から半径方向内側に回転するのを補助する。したがって、流れ方向部６２
７は内部にカーブしている。これは、取り付けられると、ハウジング本体部５０２の中心
軸５０７に向かう方向に、すなわち、図２９のフィルタカートリッジ５３０の上方に流れ
を向けることを補助する。
【０１９８】
　弓状突起物（インタロック突起物）６２８は、フィルタカートリッジ５３０が１つの選
択された回転位置にあるときのみ、頂部カバー５０５が中央ハウジング本体部５０２上に
配置されることを可能にする妨害突起物として配置される。
【０１９９】
　フィルタカートリッジ５３０とそのコンポーネントに戻る前に、ロックリング５０６を
図示した図５２～５４に注目する。ロックリング５０６は、ロックリング５０４と同じで
あり得ることが注目される。
【０２００】
　図５２に、ロックリング５０６の頂部からの平面図を示す。ロックリング５０６は、中
央の円形開口部５０６ｉを画定する。図５３の側面図を参照すると、ロックリング５０６
は、その上に、強度と握りを容易にするために、複数の間隔をあけて配置されたリブ５０
６ｒを有する外側周囲部５０６ｐを持つことが理解される。
【０２０１】
　図５４に、ロックリング５０６の底部からの平面図（底面図）を示す。最後に、部分断
面図を図５５に示す。図で、突起物５０６ｘとねじ山５０６ｔを見ることができる。突起
物５０４ｘは、ロックリング５０６と頂部カバー５０５との間のロック適合による係合号
を提供する。
【０２０２】
　図５２～５５において、例示の寸法は、ＨＡ＝１２７.３ｍｍ、ＩＡ＝２.３ｍｍ、ＩＢ
＝１１.６ｍｍ、ＪＡ＝１０６.６ｍｍ、ＫＡ＝５.５ｍｍである。
【０２０３】
　ここで、様々なフィルタカートリッジ５３０を図示する図５６～６０を注目する。まず
、フィルタカートリッジ５３０の側面図を示す図５６を参照する。前に説明したように、
フィルタカートリッジ５３０は、第１端部ピースまたは部材５４０と第２端部ピースまた
は部材５４１を有する媒体支持体５３６を含む。媒体は、図２９のコア（支持体）部材５
３９を取り囲む媒体支持体５３６上に配置される。Ｏ－リングシール５５０は、フィルタ
カートリッジ５３０を取り付るとき、上側端部キャップとなる端部ピース５４０上に取り
付けられて提供される。
【０２０４】
　最初に、底部端部ピース５４１に注目する。底部端部ピース５４１の選別された特徴を
理解するために、図６０のフィルタカートリッジ５３０の底面図を注目する。図６０を参
照すると、底部端部ピース５４１は、その上に下向きに伸びているフランジ（突起物）６
２６を含む。「下向きに」の文脈で、フィルタカートリッジ５３０を使用するために、通
常配向されるとき、図５６のフランジ（突起物）６２６は、下方向に伸びることを意味す
る。図示した特別のフランジ（突起物）６２６は、連続する非円形周囲画定部を有する。
図示した特別のフランジ（突起物）６２６は、一般に、Ｄ字形状フランジ６２７であり、
真っ直ぐな側部６２８と対向する弓状のカーブした側部を有する。フランジ（突起物）６
２６は、通常は、連続する閉じた周囲部を持つ。フランジ（突起物）６２６は、図３９の
底部カバー５０３のフランジ６０５によって画定される収容空間部内に、半径方向配向が
受容部６０５内に収容されたガイド突起物６２７を持つ１つの半径方向の位置だけで配置
可能な大きさと形状に作られている。通常は、フランジ（突起物）６２６は、図３９の排
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液ギャップ６１０、６１１を完全に遮断しないように選択された長さを有する。図６０で
は、リブ６３１は強度を提供する。
【０２０５】
　また図６０を参照すると、ガイド受容部（収容部部材）５６９は、内側または内部断面
形状が、一般に、ガイド突起物５７５の形状に対応する内部領域５７０を有することが注
目される。すなわち、内部領域５７０は、一般に、１つの弓状側部６３２ｉと、一般に、
まっすぐな側部６３２ｘ、６３２ｙの間に配置された中央頂点６３２ｖを持つ対向する側
部と、を有する断面部を有する。
【０２０６】
　内部領域５７０がガイド突起物５７５に対してほぼ適切な大きさに作られたときだけ、
フィルタカートリッジ５３０は、それが１つの選択された回転位置にある場合に、内部領
域５７０の内部形状とガイド突起物５７５の側部形状により、ガイド突起物５７５上を完
全に滑走することができる。この一つの回転位置は、フランジ（突起物）６２６が図３８
、３９の底部カバー５０３の底部面５７３ｉに向う方向に下ろされるとき、フランジ（突
起物）６２６がフランジ６０５内に収容され得る回転位置にフィルタカートリッジ５３０
を回転するように、一般的に選択される。
【０２０７】
　また、図６０を参照すると、外側周囲部５３５ｏを持つ媒体５３５を見ることができる
。また、底部端部ピース５４１が、その間に内側に向かう排液くぼみ部６３６を有する複
数の間隔をあけて配置されている突起物６３５を画定する外側周囲部５４１ｐを持つこと
が理解される。排液くぼみ部６３６は、一般に、底部端部ピース５４１の中心方向に向い
ている。媒体５３５は、排液くぼみ部６３６と直接軸上で重なって伸びるように配置され
ている。媒体５３５と直接重なる排液くぼみ部６３６は、本明細書で前に説明したものと
一般的に類似する底部端部ピース５４１を通る軸方向の排液構成物を提供する。
【０２０８】
　また、図６０を参照すると、上側端部ピース５４０は、一般的な楕円形状を画定する外
側周囲部５４０ｐを持ち、シール部材５５０に対して楕円形状であることが注目される。
さらに、媒体５３５（および底部端部ピース５４１は、排液くぼみ部６３６に対してでな
く）、一般に、外側が円形の周囲部を画定し、円形の周囲部が頂部端部ピース５４０によ
って画定される楕円形中心に対してずれていることが注目される。楕円形端部キャップ５
４０の中心に対して、媒体５３５（および端部キャップ５４１）との間の偏心（同心円で
ない）配置は、フィルタカートリッジ５３０の一部の周囲に流れが増加する体積部を提供
する。
【０２０９】
　ここで、フィルタカートリッジ５３０の頂部からの平面図である図５９を参照する。図
で、上側端部ピース５４０は、楕円形の外側の囲部５４０ｐとその上に配置された楕円形
シール部材５５０と共に見ることができる。楕円形状の周囲部５４０ｐ（楕円形シール５
５０）により、フィルタカートリッジ５３０は、図３６のシール表面５５１に対して２つ
の可能な位置だけでのみ配置することができる。２つの配置のうちの１つの配置は、ハウ
ジング本体５０２上での底部カバー５０３の回転位置によって支配される。
【０２１０】
　図５９では、開口部５４５ａを通して、上向きに伸びている受容部突起物６３９の外部
表面を見ることができる。
【０２１１】
　ここで、フィルタカートリッジ５３０の頂部からの斜視図である図５８を注目する。図
に、上側端部部材５４０の上面の細部を見ることができる。
【０２１２】
　図５８を参照すると、一般に楕円形の内部形状６３５ｉを画定する、楕円形周囲突起物
あるいはフランジ６３５を上方向に向けて配向する上側端部ピース５４０を見ることがで
きる。フランジ６３５は、一般に、シール部材５５０に対して（その外部で）くさび部６
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３５tを画定する。
【０２１３】
　また図５８を参照すると、フランジ６３５は、内側棚６３６ｓから上向き方向に伸びて
いる。開口部５４５ａは、内側棚６３６ｓにより画定される。したがって、内側棚６３６
ｓは、開口部５４５ａを取り囲む頂部端部ピース５４０の表面を提供する。フランジ６３
５は、リング周辺表面を提供し、その上に液体を収容する。フランジ６３５は、ハウジン
グシール部材５５０のための楕円の周囲部を画定する。
【０２１４】
　フランジ６３５の上方に上側周囲に端部リングまたはリム６４０を提供する。端部リム
６４０は、そこから上向きに対向して伸びている第１突起物部材６４１と第２突起物部材
６４２とを含んでいる。すなわち、第１突起構成物６４１と第２突起物部材６４２は、上
側端部部材５４０上で、媒体５３５と底部端部ピース５４１とから離れる方向に一般に伸
びており、第１突起構成物６４１と第２突起物部材６４２は、開口部５４５ａの対向する
側部上で互いに半径方向に間隔をあけて配置されている。
【０２１５】
　一般に、第１突起構成物６４１は、上側に弓状のリムまたは延長部分６４５を持つハン
ドル部材６４４と、端部リム６４５の下方に伸びる開口部構成物６４６と、を含む。開口
部構成物６４６は、通常は、指または指の一部が通過できるように十分大きく画定されて
いて、ハンドル部材６４４を使用してフィルタカートリッジ５３０を操作して取り扱うの
を補助する。
【０２１６】
　一般に６４４ａ、６４４ｂで示される弓状ハンドル部材６４４の側部は、支持体フラン
ジ６４８を含む。図示された特別のハンドル部材６４４は、楕円形シール表面の短軸と重
なって２等分するように配向されている。
【０２１７】
　一般に、フィルタカートリッジ５３０が、１つの可能な回転方向でハウジング５０１中
に配置される場合、ハンドル部材６４４、すなわち、第１突起構成物６４１は、斜面５８
５の中心部５８５ｃに沿って半径方向に配置される。
【０２１８】
　また、図５８を参照すると、第２突起構成物６４２は、半径方向に第１突起構成物６４
１に対向して配置されている。第２突起構成物６４２は、一般に、上向きに間隔をおいて
配置されている２つの突起物６４２ａ、６４２ｂを含む。第２突起構成物６４２は、一般
に、フィルタカートリッジ５３０との係合のために適切な頂部カバー５０５が選択されな
かった場合に、図４７の頂部カバー５０５上でインターロック突起物６２８によって妨害
されるような大きさに作られて配置されている。すなわち、底部カバー５０３をハウジン
グ本体５０２上に２つの選択された位置のうちの１つの位置で取り付けているとき、フィ
ルタカートリッジ５３０は、一つの回転位置にだけ取り付けることができる。その位置の
ために、適切な頂部カバー５０５を選択する必要がある。２つの可能な位置の１つが間違
って選択されると、インターロック突起物６２８と第２突起構成物６４２との間に障害が
起こる。
【０２１９】
　一般に、適切な頂部カバー５０５が選択されると、弓状のインターロック突起物６２８
は、一般に半径方向外側に配置されているハンドル部材６４４と、半径方向に一直線に並
ぶ。
【０２２０】
　図５６の矢印５７ｖの方向に一般に得られるフィルタカートリッジ５３０の第２側面図
を図５７に示す。上側端部ピース５４０の楕円形周囲部と媒体５３５の円形周囲部との間
の偏心（同心円でない）位置を容易に見ることができる。
【０２２１】
　図６１～７１では、頂部端部ピース５４０、底部端部ピース５４１の選択された詳細と
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コア部材５３９の詳細を理解するために、媒体支持体５３６は、様々な図で示されている
。通常は、媒体支持体５３６は、例えばプラスチックで成形された、１つに統合されたピ
ースを含む。
【０２２２】
　底面からの斜視図を示す図６１を参照する。くぼみ部６３６とフランジ（突起物）６２
６が見える。コア部材５３９が頂部端部ピース５４０を底部端部ピース５４１に接続して
いるのを理解できる。
【０２２３】
　底面からの第２斜視図を示す図６２により、非円形形状の内部を有する受容部５６４は
、フランジ（突起物）６２６によって囲まれていることが理解される。
【０２２４】
　図６３に、頂部からの斜視図を示す。突起物６４１と突起物６４２とを持つ頂部端部ピ
ース５４０を点検することができる。また、表面６３６ｓを通って伸び、コア部材５３９
の内部とガス流が連絡する開口部５４５ａを見ることができる。
【０２２５】
　図６４に、媒体支持体５３６の側面図を示す。図６５に、図６４の線６５－６５に沿っ
て得られる断面図を示す。図６５で、受容部（収容部部材）５６９に対して内部断面画定
部を見ることができる。また、周囲部５４０ｐが楕円形状であることを容易に理解するこ
とができる。
【０２２６】
　図６６に、代替の側面図を示す。図６６で、頂部端部部材５４０の楕円形周囲部に対す
るコア部材５３９の偏心（同心円でない）配置を理解することができる。また、間隔をあ
けて配置されている突起物６４２ａ、６４２ｂを見ることができる。
【０２２７】
　図６７に、コア部材５３９の頂部からの平面図を示す。楕円形周囲部５４０ｐが見える
。図６８はコア部材５３９の底面図（底部からの平面図）である。Ｄ字形状のフランジ６
２６が、底部端部ピース５４１のくぼみ部６３６と同様に容易に見ることができる。
【０２２８】
　図６９は、コア部材５３９の頂部からの平面図であり、寸法が示されている。例示の寸
法は、ＬＡ＝８１.２ｍｍ、ＬＢ＝５ｍｍ、ＬＣ＝７４ｍｍである。
【０２２９】
　図７０は、媒体支持体５３６の断面図であり、例示の寸法は、ＭＡ＝７２.６３ｍｍ、
ＭＢ＝２２３.１ｍｍ、ＭＣ＝１８４ｍｍである。
【０２３０】
　図７１に、図６９のＺＺの矢印の方向に得られる部分断面図を示す。例示の寸法は、Ｎ
Ａ＝６５.４４ｍｍ、ＮＢ＝７.２ｍｍ、ＮＣ＝７．５７ｍｍである。
【０２３１】
　本明細書に記載された原理は、様々な大きさの構成物に適用できることが注目される。
最初に変更される寸法は、通常は、フィルタカートリッジ５３０の長さであり、従って、
フィルタカートリッジを収容するハウジング５０１の長さであることが予想される。図７
２～７４に、この方法で変更された例示の代替の構成物を示す。
【０２３２】
　図７２に、側部の斜視図を示す。コンポーネントが類似しており同数が使用されるので
、従って、フィルタアセンブリ５００は、中央ハウジング本体部５０２と、底部カバー５
０３と、頂部材５０５と、ロックリング５０４、５０６とを持つハウジング５０１を含む
。入口構成物５１５、出口構成物５１６、および底部排液５２８が見える。図７２のフィ
ルタアセンブリと図２９のフィルタアセンブリの主要な差違は、ハウジングの中央本体部
５０２の長さ（と内部に収容されたフィルタカートリッジの長さ）である。
【０２３３】
　図７３に、頂部からの平面図を示す。図７４に、図７３の線７４－７４に沿って得られ
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る断面図を示す。図７３では、例示の寸法は、ＯＡ＝１２７.３ｍｍである。図７４の断
面図では、例示の寸法は、ＰＡ＝３１.８ｍｍ、ＰＢ＝３２１.８ｍｍ、ＰＣ＝２５３ｍｍ
、ＰＤ＝３１.８ｍｍ、ＰＥ＝１２.７ｍｍである。
【０２３４】
　ここで、フィルタアセンブリ５００の動作と点検に関して図２７～７１を注目する。最
初に図２７を参照すると、その中に配置されたフィルタカートリッジ５３０を持つフィル
タアセンブリ５００は、ハウジングの中央本体部５０２に底部カバー５０３と頂部カバー
５０５を配置することによって組み立てられる。図２９に組み立てられると、ろ過すべき
クランクケース換気用ガスは、矢印５４９の方向に向かって入口構成物５１５に入る。図
３５を参照すると、ガスは、表面５８５ｓに対して螺旋状パターンで上方に向かう方向に
斜面の表面５８５ｓの上方に導かれ、ガスは、一般に、図２９の頂部端部部材５４０の表
面５３６ｓの上方に向かう。次に、ガスは、開口部５４５ａを通って媒体５３５の開いて
いる内部５４５に入る。ガスは、外側に向かって環部５０１ａまで通過する。ガスは、移
動してギャップ５８１中に入り、図２９の出口構成物５１６を矢印５５０の向きに出る。
内部表面５０１ｉで捕集された（凝縮した）水分は、通常、ギャップ５８１に排液され、
ガスとともに出口構成物５１６を出る。媒体５３５中で合体し排出される液体は、下向き
に領域５６５に移動し、次に、排液部５２８を通って外側に排液される。
【０２３５】
　図４７の流れ方向部６２７は、ガスが頂部端部部材５４０に向かうのを補助することが
注目される。
【０２３６】
　また図２９を参照すると、点検が必要な場合、頂部カバー５０５と底部カバー５０３の
うちの１つを取り除く。最初に、頂部から点検することを仮定する。この場合、ロックリ
ング５０６を緩めて、頂部カバー５０５を取り外すのを可能にする。フィルタカートリッ
ジ５３０をハンドル構成物６４４によってつかみ、上向きに引き出して、ハウジングシー
ル部材５５０を開けることが可能である。新しいフィルタカートリッジを取り付けること
ができる。新しいフィルタカートリッジ５３０を開口部５２１を通って下ろすと、最終的
に、ガイド受容部（収容部部材）５６９は、ガイド部材５７５と係合する。この係合によ
り、フィルタカートリッジ５３０は、更なる取り付けのための適切な一つの回転方向の位
置で、回転するようになる。更なる取り付けが起こると、突起物６２６は受容部６０６の
領域に収容され、楕円形シール部材５５５は、楕円形表面５５１と係合する。次に、頂部
カバー５０５は、ロックリング５０６の締付けによって取り替えられる。
【０２３７】
　底部から点検をする場合、ロックリング５０４を緩めて、底部カバー５０３を取り外す
のを可能にする。ハウジング５０１から外にフィルタカートリッジ５３０を引き出して交
換する。新しいフィルタカートリッジは、例えば、フィルタカートリッジ受容部５６９と
ガイド突起物５７５との間の係合で、底部カバー５０３上に取り付けることができる。次
に、新しいフィルタカートリッジ５３０は、適切な回転位置の配置となって、底部カバー
５０３が上向きに押されてギャップ６０１が突起物５９０と係合するとき、ハウジングシ
ール部材５５０が楕円形に形成されたフランジ５５１中の配置のために配向される。これ
は、また、インターロック突起物構成物６２８と頂部カバー５０５に対して適切な回転位
置でもある。
【０２３８】
　また図２９を参照すると、楕円形に形成された底部端部部材５４１は、比較的広い環部
５０１ａを提供して、領域７００と空気流れを容易にすることが注目される。領域７００
は、２つの部分、中央本体部５０２の領域７０１と底部カバー５０３の領域７０２を含む
。
【０２３９】
　１８０°回転した配向で図２９の底部カバー５０３を配置することが好ましい場合、ギ
ャップ７００が図２９に示すものからハウジング５０１の対向する位置で開くように、フ



(42) JP 5602623 B2 2014.10.8

10

20

30

40

50

ィルタカートリッジ５３０もまた回転することが注目される。もちろん、上記説明したよ
うに、底部カバー５０３を図２９で示す位置から１８０°回転する場合には、代替の頂部
カバー５０５ａが必要である。図２９で示される位置に対して１８０°回転した底部カバ
ー５０３を持つフィルタアセンブリが使用される場合、通常は、代替のカバーは、図４６
の構造６２０、６３０、６２７、および６２８に対して鏡像形状である。
【０２４０】
　図２７～７４の実施例に関して特徴付けられた多くの特徴と原理は、前に説明された実
施例の特徴と関連して実施することができることが注目される。また、前に説明された実
施例の多くの特徴が図２７～７４の実施例の特徴と関連して実施することができることが
注目される。さらに、種々の実施例の様々な実施例と関連して使用される術語は、代替の
特徴付けられた実施例において類似の特徴に適用することができる。
【０２４１】
　フィルタアセンブリは、本開示に基づく何らかの利益を得るために、本明細書で特徴付
けられた特別の詳細な特徴のすべてを含む必要がないことが注目される。
【０２４２】
　Ｖ.結論のコメント
　クランクケース換気用フィルタ構成物で使用可能な特徴が本開示に基づいて記載される
。また、得られるクランクケース換気用フィルタ構成物とそのコンポーネントが記載され
る。また、使用方法、点検方法、および組立方法が記載される。クランクケース換気用フ
ィルタ構成物は、本開示に基づくいくつかの利点を得るために本明細書で特徴付けられた
特徴の全てを含む特別な要求はない。
【０２４３】
　本開示の１つの態様によると、クランクケース換気用フィルタカートリッジが提供され
る。１つの態様では、クランクケース換気用フィルタカートリッジは、対抗する第１端部
部材および第２端部部材と、対抗する第１端部部材および第２端部部材の間に配置され、
かつ開いたフィルタ内部を取り囲こむフィルタ媒体と、を含んでいる。本明細書に記載さ
れた例では、第１端部部材は、開口部が貫通する上側部材と、シール部材を周囲に含み、
非円形の、通常は楕円形状のシール周囲部を画定する、非円形の、通常は楕円形状のシー
ル部を含む。さらに、第２端部部材は、開いたフィルタ内部の方向に、かつ第１端部部材
の方向に向かって、突き出ている受容部突起物を有する。説明された例示の構成物では、
第２端部部材は閉じた端部部材である。
【０２４４】
　例示のフィルタアセンブリでは、クランクケース換気用フィルタカートリッジは、媒体
中央の長手方向の軸を取り囲む媒体と、媒体中央の長手方向の軸に直交して伸びているシ
ール平面中で画定される楕円形状のシール周囲部とを有する。本明細書に記載された代替
の実施例では、楕円形状のシール周囲部は、中央の長手方向の軸に鋭角の角度で伸びてい
るシール平面中に画定される。
【０２４５】
　通常の構成物では、閉じている受容部は、媒体の対向する端部間の距離の少なくとも５
％の距離だけ、通常は、少なくとも１０％の距離だけ、例示の例では、１０～３０％の範
囲の距離だけ、第２端部から第１の部材に向かって突出している。
【０２４６】
　本明細書に記載された例示の構成物では、中央の受容部は、閉じており、非円形の内側
の断面形状を持っている。用語「閉じた」によって、受容部は、フィルタカートリッジの
開いている内部と連絡する開口部が無いことを意味する。
【０２４７】
　１つの例では、閉じている中央受容部は、Ｄ字形状の内側断面形状を有する。別のもの
では、閉じている中央受容部は、弓状側部と２つの真っ直ぐな側部に中央頂点を持つ対向
する側部とを持つ断面形状を有する。
【０２４８】
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　本明細書に記載された例示の構成物では、第１端部部材は、その上に弓状ハンドル部材
を含み、少なくとも３０°で８０°を超えない角度の弓状の延長部分に伸びている弓状の
上側エッジを有する。上側エッジは、円形形状であり得るし、またはいくらか楕円形状で
ありえる。通常は、ハンドル部材は、上側エッジの下方に少なくとも１つのハンドル開口
部を持つ。通常の構成物では、ハンドル部材の上側弓状端部は、フィルタカートリッジを
使用のために垂直に配置するとき、媒体の上方に少なくとも２０ｍｍの位置まで上向きに
伸びている。
【０２４９】
　本明細書に記載された通常の構成物では、クランクケース換気用フィルタカートリッジ
は、第１の端部部材が、中央の開口部を取り囲む上側端部の表面と、中央の開口部を取り
囲む連続する拡張部に上側端部の表面の上方に伸びている楕円形状周囲フランジまたは突
起物と、を含むように構成されている。
【０２５０】
　また、通常のフィルタアセンブリでは、フィルタ媒体が浸透性の管状のフィルタ支持体
の周囲に配置されるとき、浸透性の管状のフィルタ支持体は、第１および第２端部部材の
間に伸びている。通常の構成物では、第１端部部材、第２端部部材、および管状のフィル
タ支持体は、ただ一つに成形された支持体の部分を含む。
【０２５１】
　通常の構成物では、第２端部部材は、複数の間隔をあけて周囲方向に配置されており、
排液くぼみ部を有する突起物を含む外側周囲部を含む。排液くぼみ部は、媒体の底部端部
と重なる部分を含む。この構成は、使用中に、媒体から軸方向下向きの排液を可能にする
。
【０２５２】
　通常の構成物では、第２端部部材は、媒体と第１端部部材から離れる方向に伸びている
非円形の突起物を含む。いくつかの実施例では、非円形の突起物は、Ｄ字形状部材として
、すなわち、Ｄ字形状の周囲部を持つ部材として図示される。通常は、非円形の突起物は
、連続する閉じている外側周囲部を持つ、すなわち、そこを通る開口部を含まない。
【０２５３】
　本開示に基づくいくつかの例示の構成物では、第１端部部材は、長軸と長軸を９０°で
２等分する短軸とを画定し、交点で楕円中心を画定する楕円の周囲部形状を持っている。
さらに、フィルタ媒体は、開いているフィルタ内部を取り囲こみ、第１の端部部材の楕円
形周囲部で、長い中心軸と直交する長手方向の媒体中心軸と短軸を画定する。通常の構成
物では、フィルタ媒体は、フィルタ媒体の長手方向の軸が第１端部部材の楕円中心に対し
て偏心（同心円上でなく）配置されるように配置されている。通常は、フィルタ媒体は、
媒体の長手方向の中心軸が楕円形の長軸と交差するように配置されている。
【０２５４】
　通常の構成物では、フィルタカートリッジは、第１端部部材の楕円形周囲部によって画
定される楕円形の短軸と２等分の重なりで中心に置かれた上側に弓状の端部を有するハン
ドル部材を含んでいる。
【０２５５】
　本明細書に記載された例示の構成物では、突起構成物は、媒体から離れる方向に突き出
ている第１端部部材上に配置され、ハンドル部材に対向して配置されている。
【０２５６】
　記載された例示の構成物では、ハウジングシール部材は、フィルタ媒体の完全に上方の
位置で第１部材の周りに配置されており、媒体は、第１端部部材の外側周囲部と同じでな
い断面周囲画定部を持つ外側周囲部を画定する。例示の例では、媒体に対して一般的な円
形断面周囲部が提供される。
【０２５７】
　本開示の１つの態様では、クランクケース換気用フィルタカートリッジは、対抗する第
１端部部材と第２端部部材と、対抗する第１端部部材と第２端部部材の間に配置され、開
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いている内部を取り囲むフィルタ媒体とを含む。この例では、第１の端部部材は、開口部
と開口部の周りのシール部材とを有するフィルタカートリッジ上に上側部材を含む。さら
に、第２端部部材は閉じており、媒体から第１端部部材の方向に離れる方向に突き出てい
るＤ字形状の突起物を含む。このクランクケース換気用フィルタカートリッジは、前に上
記で特徴付けられた特徴などの特徴を含むことができる。
【０２５８】
　また、本開示の１つの態様では、クランクケース換気用フィルタカートリッジが提供さ
れ、そのクランクケース換気用フィルタカートリッジでは、対抗する第１端部部材および
第２端部部材と、対抗する第１端部部材および第２端部部材の間に配置され、開いている
フィルタ内部を取り囲むフィルタ媒体を含み、第１端部部材および第２端部部材は、開口
部が貫通する上側部材とその周囲にシール部材を有し、第２端部部材は、閉じており、媒
体間の距離の少なくとも５％の距離だけ、第１端部部材に向かう方向に突き出ている閉じ
た受容部突起物を含み、受容部突起物は、非円形の内側断面形状を有する。そのようなク
ランクケース換気用フィルタカートリッジは、本明細書の上記に特徴付けられたような他
の特徴を含むことができる。
【０２５９】
　本開示のさらなる別の態様では、第１端部部材と第２端部部材とを含む媒体支持体と、
第１端部部材と第２端部部材の間に伸びている浸透性の支持体管と、を含むクランクケー
ス換気用フィルタカートリッジが提供される。支持体管の端部部材は、一つに一体成形さ
れたピースを含む。この構成物では、フィルタ媒体は、第１端部部材と第２端部部材の間
の延長部の支持体管の周りに配置されており、フィルタカートリッジが第１端部部材内で
上向きに向けられて配置されたとき、ハウジングシール部材は、フィルタ媒体の完全に上
方の位置で第１端部部材の周りに配置される。このクランクケース換気用フィルタカート
リッジは、一般に、上記で本明細書に特徴付けられた特徴を含むことができる。
【０２６０】
　また、本開示によると、ガス流入口部とガス流出口部と低部に排液部とを持つハウジン
グと、フィルタ内部に操作可能で取り外し可能に配置されており、前の特徴の１つまたは
それ以上と一致するフィルタカートリッジと、を含むクランクケース換気用フィルタアセ
ンブリが提供される。ハウジングは、フィルタアセンブリから選択されるような、頂部ま
たは底部のいずれかから点検可能であり、頂部よ底部の両方から開けることができるよう
に構成することができる。さらに、割り出し構成物は、一般的に本明細書で特徴付けられ
たように、フィルタアセンブリ中に含むことができる。
【０２６１】
　本開示のもう一つの態様では、ハウジングの中央本体部と、ハウジングの頂部カバーと
、ハウジングの底部カバーと、を有するハウジングを含むクランクケース換気用フィルタ
アセンブリが提供される。ハウジングは、ガス流入口構成物とガス流出口構成物とを含ん
でいる。
【０２６２】
　この例示のフィルタアセンブリでは、ガス流入口構成物とガス流出口構成物はハウジン
グの中央本体部中にある。代替の実施例では、ガス流入口構成物は、ハウジングの中央本
体部中にあり、ガス流出口構成物はハウジングの底部カバー中にある。
【０２６３】
　ハウジングの中央本体部は、内部と、対向する第１および第２の開いている端部とを画
定する側壁を含んでいる。ハウジングの中央本体部は、その内部にフィルタカートリッジ
のシール表面を画定する。
【０２６４】
　ハウジングの頂部は、ハウジング本体の第１開口部端部の上方に取り外し可能に固定さ
れ、ハウジングの底部カバーは、ハウジング本体の第２開口部端部の上方に取り外し可能
に固定されている。ハウジングの底部カバーはそ中に液体排出部を含んでいる。
【０２６５】
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　フィルタカートリッジは、ハウジング中に取り外し可能に（操作可能に）配置される。
フィルタカートリッジは、ハウジングの中央本体部中のフィルタカートリッジをシールす
る表面に取り外し可能にシールされたハウジングシールを含んでいる。フィルタカートリ
ッジは、ハウジングの頂部がハウジング本体から分離されるとき、ハウジング本体の第１
の開口部端部を通ってフィルタカートリッジを通過することによって、ハウジングの残り
の部分から取り外し可能となるような大きさに作られている。また、さらに、フィルタカ
ートリッジは、ハウジングの底部（カバー）がハウジング本体から分離されるとき、ハウ
ジング本体の第２の開口部端部を通ってフィルタカートリッジを通過することによって、
ハウジングの残りの部分から取り外し可能になるような大きさに作られている。
【０２６６】
　本開示に対応する例示のクランクケース換気用フィルタアセンブリでは、ハウジングの
頂部は、その上にハウジングの頂部とハウジング本体を回転して割り出す配置の（第１の
）の部材を含み、ハウジングの中央本体部は、その上にハウジングの頂部とハウジング本
体を回転して割り出す配置の（第２）の部材を含む。これらの部材から得られるハウジン
グの頂部とハウジング本体を回転して割り出す配置は、ハウジングの頂部が、その２つの
間で、１つの選択された回転位置にだけ、ハウジング本体上に操作可能に取り付けること
ができるように、構成されている。記載された例では、ハウジングの頂部とハウジング本
体を回転して割り出す配置の第１の部材は、頂部カバー上に、弓状の従属フランジを含み
、ハウジングの頂部とハウジング本体を回転して割り出す配置の第２部材は、１つの回転
位置でだけ弓状の従属フランジを収容するように画定される、ハウジングの中央本体部上
に収容空間部を画定する突起構成物を含む。
【０２６７】
　本明細書に記載された例示の構成物では、ハウジングの底部は、その上に、ハウジング
の底部とハウジング本体を回転して割り出す配置の（第１）部材を含み、ハウジングの中
央本体部は、その上に、ハウジングの底部とハウジング本体を回転して割り出す配置の（
第２）の部材を含む。これらの部材から得られる、ハウジングの底部とハウジング本体を
回転して割り出す配置は、ハウジングの底部が、その２つの間で、画定された位置でハウ
ジングの中央本体部上にだけ操作可能に取り付けることができるように構成されている。
【０２６８】
　本明細書に記載された例示の実施例では、ハウジングの底部とハウジング本体を回転し
て割り出す配置は、ハウジングの底部とハウジングの中央本体部との間で、１つの選択さ
れたかまたは画定された位置だけを可能するように構成されている。本明細書に記載され
た代替の実施例では、ハウジングの底部とハウジング本体を回転して割り出す配置は、ハ
ウジングの底部が、２つの選択された回転位置のうちのいずれか１つの位置で、特別の例
では、１８０°の角度で離れて配置された位置を有する配置のうちのいずれか１つで、ハ
ウジングの中央本体部に取り付けられるのを可能にするように構成されている。
【０２６９】
　記載された例では、ハウジングの底部とハウジング本体を回転して割り出す配置の第１
の部材は、ハウジングの底部上に取り付けられて、ハウジングの中央本体部の内部方向に
突き出ている、少なくとも１つの弓状フランジを含み、ハウジングの底部とハウジング本
体を回転して割り出す配置の第２部材は、１つの回転位置で第１部材のみをハウジングの
中央本体部中に収容するように配向された少なくとも１つの収容空間部を含む。
【０２７０】
　本明細書に記載された代替の実施例では、ハウジングの中央本体部上の、ハウジングの
底部とハウジング本体を回転して割り出す配置の部材は、ハウジング本体から半径方向の
内側に突き出ている１８０°の角度で間隔をあけて配置されている一組の突起物を含み、
ハウジングの底部上に配置された部材は、ハウジングの中央本体部の一組の突起物のうち
の１つを収容するような大きさに作られている受容部空間によって間隔をあけて配置され
ている１組のフランジを含む。
【０２７１】
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　本明細書に記載された例示の構成物では、ハウジングの頂部は、その上に、第１のガス
流路と中央のガス収容空間部とを画定する突起物を含んでいる。第１のガス流路は、ガス
流を導くためように、すなわち、ガス流入口構成物から中央のガス収容空間部までガス流
を導くように、構成されて配置されている。第１のガス流路は、流路断面積Ｘcを持って
構成されている。記載された例では、ガス流通路の断面形状は、正方形または長方形の３
つの側部を含む。
【０２７２】
　記載された例では、ハウジング入口構成物は、Ｘiの入口断面積を画定し、Ｘc／Ｘiは
、少なくとも１.０であり、１.５を超えず、通常は、１.１～１.４の範囲である。記載さ
れた例示の構成物では、ハウジング入口構成物は、円形である入口断面形状を画定する。
【０２７３】
　本明細書に記載された例示の構成物では、ハウジングの頂部中の中央のガス収容空間は
、一般に円形であり、断面寸法すなわち断面直径はＤ1であり、円形周囲部は、その中に
、第１のガス流路との交差点でギャップを有する。
【０２７４】
　本明細書に記載された実施例では、フィルタカートリッジは、その中心に開口部が、最
大断面寸法、通常は、開口部は円形であり、寸法Ｄ2が直径である状態で、上側端部部材
を有する。
【０２７５】
　記載された例示の構成物では、フィルタカートリッジは、上側端部部材を通る開口部が
下向きに配向され、ガス収容空間部と一直線上に並べられた状態で、ハウジング中に配置
される。この文脈で用語「一直線上に並べられた」は、フィルタカートリッジ中の開口部
が、使用の間、ガス収容空間部からガス流を受けるように配向されていることを意味する
。通常は、上側端部部材を通る開口部は、ガス収容空間部の下方の中心に配置される。通
常の構成物では、Ｄ1／Ｄ2の比率は、少なくとも１.０であり、通常は、１.４を超えない
ものである。
【０２７６】
　本明細書に記載された例示の構成物では、ハウジングの底部は、第１の分離可能な取付
リングによってハウジングの中央本体部に固定されている。第１の分離可能な取付リング
は、ねじ山係合によってハウジングの中央本体部に取り外し可能に取り付けることができ
る。ハウジングの底部は、通常は、取り付けの間に、取付リングによって係合される周囲
方向のフランジ（またはリング）をその上に含んでいる。
【０２７７】
　本明細書に記載された例では、ハウジングの頂部は、第２の分離可能な取付リングによ
ってハウジングの中央本体部に固定されている。記載された例では、第２の分離可能な取
付リングは、ねじ山係合により中央本体部に固定され、ハウジングの頂部は、取付リング
によって係合された周囲方向のフランジ（またはリング）をその上に含んでいる。
【０２７８】
　本明細書に記載された例示の構成物では、フィルタカートリッジは、長手方向の軸Ｘが
そこを通って伸びている中央の開いた内部の周りに配向された媒体を含む。１つの例示の
フィルタアセンブリでは、フィルタカートリッジ上のハウジングシールは、長手方向の軸
Ｘに対して少なくとも６０°の鋭角で８６°を超えない角度で伸びている平面によって画
定される。この文脈で、用語「平面によって画定された」は、この画定と一致して、それ
を通って伸びている平面を画定するハウジングシールについて言及することを意味する。
【０２７９】
　本明細書に記載された代替の例では、フィルタカートリッジのシールは、軸Ｘに直交し
て（すなわち、垂直に）伸びている平面によって画定される。本明細書に記載されたいく
つかの例では、ハウジングシールとフィルタカートリッジは、楕円形の周囲部形状を画定
する。
【０２８０】
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　通常の構成物では、ハウジングシールは、フィルタカートリッジの一部の周りに伸びて
いるシール部材を含み、ハウジングに対するシールは、シール部材の周りに形成される。
例示のシール部材は、Ｏ－リングである。
【０２８１】
　本明細書の例示の構成物では、ハウジング本体は、その中に、上向きに配向された曲が
った斜面と一直線上に並べられたガス流入口構成物を含む。この斜面は、入口構成物から
フィルタカートリッジの上方の位置に好ましい流量で上向きのガス流を提供することがで
きる。
【０２８２】
　クランクケース換気用フィルタアセンブリに対するフィルタカートリッジの特徴は、本
明細書で前に記載されたものと一般的に一致するものである。
【０２８３】
　本開示のもう一つの態様によると、ハウジングの中央本体部とハウジングの底部（カバ
ー）とハウジングの頂部（カバー）とを持つハウジングを含むクランクケース換気用フィ
ルタアセンブリが提供される。ハウジングの中央本体部は、内部を画定する側壁を含み、
第１の開いた端部を有する。ハウジングの中央本体部は、さらに、フィルタカートリッジ
のシール表面を画定する。この例示の構成物では、ハウジングの底部は、その中に液体排
出部を含む。ハウジングは、ガス流入口構成物とガス流出口構成物とを含む。
【０２８４】
　記載された例示の構成物では、ハウジングの頂部は、ハウジング本体の第１の開口部端
部の上方に取り外し可能に固定される。ハウジングの頂部は、第１のガス流路と第２の中
央のガス収容空間部とを画定する突起物をその上に含む。第１のガス流路は、そこからガ
ス流を収容するためにガス流入口構成物と一直線上に並べられた入口端部を含む。通常は
、第１のガス流路は、ハウジング本体を通って伸びている中心軸に垂直に伸びている。第
１のガス流路は、ガスを導くようにすなわち、入口構成物から第２の中央のガス流空間ま
でガスを導くように、構成されている。第１のガス流路は、Ｘcの流路断面積を画定する
。通常は、ガス流路の断面の画定部は、正方形または長方形の３つの側部である。
【０２８５】
　ハウジング入口構成物は、Ｘiの入口断面積を画定する。Ｘc／Ｘiは、一般に、前に記
載したようなものである。本当に、クランクケース換気用フィルタアセンブリは、前に記
載した追加の特徴を含んでもよい。
【０２８６】
　本開示のもう一つの態様では、ハウジングの中央本体部とハウジングの頂部とハウジン
グの底部を持つハウジングを含むクランクケース換気用フィルタアセンブリが提供される
。ハウジング本体は、対向する第１端部と第２端部を有する内部を画定する側壁を含む。
ハウジングは、ガス流入口構成物と、側壁を通るガス流出口構成物を含む。ハウジングの
中央本体部は、さらに、その上に、フィルタカートリッジをシールする表面を持つ内面を
画定する。
【０２８７】
　本例示の構成物では、フィルタカートリッジは、ハウジング中で操作可能で取り外し可
能に配置される。フィルタカートリッジは、ハウジングの中央本体部のフィルタカートリ
ッジをシールする表面に、取り外し可能にシールされるハウジングシール部材を含む。フ
ィルタカートリッジは、さらに、その上に、フィルタカートリッジとハウジングの底部を
回転して割り出す配置の第１部材を含む。
【０２８８】
　例示の構成物では、ハウジングの頂部は、その上に、フィルタカートリッジとハウジン
グの頂部を回転して割り出す配置の第２の部材を含む。フィルタカートリッジとハウジン
グの頂部を回転して割り出す配置は、第１部材と第２部材を含み、一般に、フィルタカー
トリッジがハウジングの底部に対して１つの選択された操作可能な回転位置にのみ配置さ
れることができるように構成されている。
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【０２８９】
　例示の構成物では、ハウジングの底部は、その上に、フィルタカートリッジとハウジン
グの頂部を回転して割り出す配置の第２の部材を含み、第１部材と第２の部材から得られ
るフィルタカートリッジとハウジングの底部を回転して割り出す配置は、ハウジングの底
部に対して、１つの選択された操作可能な回転位置（相対的な回転の配列）でのみ配置す
ることができるように構成されている。
【０２９０】
　記載された例では、フィルタカートリッジとハウジングの底部を回転して割り出す配置
の第２部材は、その中に側部排液ギャップ構成物を持つハウジングの底部中に非円形受容
部を含み、フィルタカートリッジとハウジングの底部を回転して割り出す配置の第１部材
は、１つの回転位置だけでかつそこを貫通する液流量に対して側部の排液ギャップを閉じ
ずに、ハウジング本体中の非円形受容部に突き出るような大きさと形状に作られているフ
ィルタカートリッジの突起物を含む。記載された例では、ハウジング本体中の非円形の受
容部は、真っ直ぐな側部と対抗するカーブした側部を持ち、真っ直ぐな側部中に排液ギャ
ップを持つＤ字形状周囲部を画定する。さらに、記載された例では、ハウジングの底部中
の受容部によって収容されるフィルタカートリッジ上の突起物は、Ｄ字形状の突起物であ
る。記載された例では、そこを通る開口部が無い状態で連続する外壁を持っている。
【０２９１】
　本開示のもう一つの態様では、ハウジングの中央本体部とハウジングの頂部とハウジン
グの底部とを有するハウジングを含むクランクケース換気用フィルタアセンブリが提供さ
れる。ハウジングの中央本体部は、内部を有し、フィルタカートリッジのシール表面を画
定する。ハウジングの底部はそれを通る液体排出の開口部を含む。ハウジングの底部は、
さらに、ハウジングの頂部に向かって突き出ている、フィルタカートリッジガイド突起物
をその上に含む。
【０２９２】
　ガイド突起物は、通常は、非円形の外側周囲の断面周囲部を画定する。第１の例示の非
円形の外側周囲の断面周囲部は、Ｄ字形状周囲部として図示される。第２の例では、ガイ
ド突起物の外側断面の周囲部は、弓状（半月形）を持つ一面と、中央頂点から直角または
ほぼ直角に伸びている２つの比較的まっすぐな側部を持つ対向する一面とを持つ形状を有
する。
【０２９３】
　例示の構成物では、フィルタカートリッジは、ハウジング中に操作可能に収容されてい
る。フィルタカートリッジは、中央受容部がフィルタカートリッジの内部に突き出してい
る状態で下側端部部材を含む。フィルタカートリッジは、ガイド突起物が中央受容部中に
伸びている状態で配置され、フィルタカートリッジは、フィルタカートリッジのシール表
面に取り外し可能にシールされたシール部材をその上に含んでいる。
【０２９４】
　図示された例では、フィルタカートリッジの下側の端部部材は、閉じられていて、中央
受容部は、媒体から中央受容部に対向する第２の下側の端部部材の表面に形成される非円
形の内側形状である。また、中央受容部の非円形の内側形状は、フィルタカートリッジと
ハウジングの底部の間でたった１つの回転方向の配列でその中でガイド突起物を収容する
ように構成されている。
【０２９５】
　示された例では、フィルタカートリッジ下側端部部材上のＤ字形状突起物は、入口をＤ
字形状受容部で取り囲み、入口から間隔をあけて配置されている。第２の例では、フィル
タカートリッジの下側の端部部材上の突起物は、円形側部を持つ断面形状を有し、円形側
部に対向する第２の側部は、中央の頂点から外側方向に、例えば、およそ直角で伸びてい
る２つの真っ直ぐな部分を含む。
【０２９６】
　また、フィルタアセンブリと使用方法が記載される。クランクケース換気用フィルタア
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センブリの組立方法（または、点検方法）は、一般に、ガス流入口構成物とガス流出口構
成物と、ハウジングの中央本体部と、一つの可能な回転位置だけでハウジング本体に対す
る回転が割り出しされた、取り外し可能なハウジングの頂部と、２つ以下の回転方向にだ
け、１つの例では、１つの可能な位置でハウジング本体に対する回転が割り出された、取
り外し可能なハウジングの底部と、を有するハウジングを提供する工程を含む。ハウジン
グの底部は、そこを通る液体排出の開口部を含む。
【０２９７】
　この方法は、ハウジング本体からハウジングの頂部とハウジングの底部のうちの１つを
取り外す工程と、クランクケース換気用フィルタカートリッジをハウジング本体に挿入す
る工程と、を含む。次に、ハウジングの頂部とハウジングの底部のうちの選択された１つ
は、ハウジング本体に配置される。通常の組立または点検工程では、挿入の停止は、フィ
ルタアセンブリをハウジングに１つの可能な回転位置にだけ回転を割り出す工程を含む。
これのプロセスを容易にする機器の特徴が記載される。
【０２９８】
　また、本開示に基づくいくつかの利益を得るために、構成物が本明細書に特徴付けられ
た構成物の全てを含むことは特別に必要としない。
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